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平成３０年１月１８日 

 

 

都道府県医師会 

  感染症危機管理担当理事  殿 

 

日本医師会感染症危機管理対策室長  

釜 萢  敏 

 

 

後天性免疫不全症候群及び性感染症に関する特定感染症予防指針の改正について 

 

 

今般、標記の各特定感染症予防指針が改正され、厚生労働省より各都道府県等衛生

主管部（局）長宛別添の通知がなされ、本会に対して周知協力方依頼がありました。 

本件は、厚生科学審議会感染症部会及びエイズ・性感染症に関する小委員会におけ

る検討結果等を踏まえ、ＨＩＶ・エイズ、性感染症の発生動向、検査、治療等に関す

る科学的知見など、ＨＩＶ・エイズ、性感染症を取り巻く環境の変化に対応するため、

「後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針」の全部改正、「性感染症に関

する特定感染症予防指針」の一部改正がなされ、平成３０年１月１８日より適用する

ものであります。改正の趣旨、主な改正事項等詳細につきましては、厚生労働省文書

をご確認ください。 

また、ご参考までに厚生科学審議会感染症部会における本改正の関連資料を添付い

たします。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会、

関係医療機関等への周知方ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



堅多課長限り

事 務 連 絡

平成 30 年 1 月 18 日

公益社団法人日本医師会

感染症危機管理対策室 御中

厚生労働省健康局結核感染症課

後天性免疫不全症候群及び性感染症に関する特定感染症予防指針の改正について

エイズ対策及び性感染症対策につきましては、平素よりご協力を賜り、誠にありがとう

ございます。

今般、標記各指針を改正し、告示されましたのでお知らせいたします。（平成３０年厚生

労働省告示第九号・第十号）

また、改正後の各指針に係る各都道府県等衛生主管部（局）長宛の改正通知（結核感染

症課長通知）についても併せて送付させていただきます。

今後とも、エイズ対策及び性感染症対策の更なる推進にご協力を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。

＜照会先＞

厚生労働省健康局結核感染症課

エイズ調査・医療係

ＴＥＬ：03-5253-1111（内線 2358）

03-3595-2257（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

ＦＡＸ：03-3581-6251

E-mail：akiyama-atsushi@mhlw.go.jp



  健感発 0118 第 1 号 

平成 30 年 1 月 18 日 

 

都 道 府 県 

各  保 健 所 設 置 市   衛生主管部（局）長 殿 

     特 別 区 

 

 

厚生労働省健康局結核感染症課長     

（ 公 印 省 略 ）       

 

後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針の全部改正について 

 

 

 厚生科学審議会感染症部会及びエイズ・性感染症に関する小委員会における検討結果等

を踏まえ、ＨＩＶ・エイズの発生動向、検査、治療等に関する科学的知見など、ＨＩＶ・

エイズを取り巻く環境の変化に対応するため、「後天性免疫不全症候群に関する特定感染症

予防指針」（平成２４年１月１９日厚生労働省告示第２１号。以下「指針」という。）を別

添のとおり全部改正し、平成３０年１月１８日より適用することとしたので、通知する。 

 なお、今般の改正の概要については下記のとおりであるので、エイズ対策の推進に当た

っては、改正の趣旨を踏まえるとともに、管内の関係機関等に対する周知について、特段

の配慮をお願いする。 

また、平成２４年１月１９日健疾発０１１９第１号「後天性免疫不全症候群に関する特

定感染症予防指針の運用について」は廃止する。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

 本指針は、原因の究明、発生の予防及びまん延の防止、医療の提供、研究開発の推進、

国際的な連携、人権の尊重、施策の評価及び関係機関との連携等、エイズ予防のための総

合的な施策の推進を図るために作成されたものであり、国、地方公共団体、医療関係者及

びＮＧＯ等がともに連携してエイズ対策を進めていく行動指針である。 

 また、本指針は、その有効性を維持確保するため、少なくとも５年ごとに再検討を加え、

必要があると認めるときは、これを変更していくものとしている。 

 



第２ 主な改正事項 

 前文 

以下の内容を追記する。 

○ 抗ＨＩＶ療法は他人へＨＩＶを感染させる危険性を減らすこと（Treatment as 

Prevention：T as P）が示されていること。 

○ ＨＩＶ感染者及びエイズ患者（以下「感染者等」という。）の高齢化に伴う合併症

発症の危険性の増大及び療養の長期化に伴う費用負担の増加という新たな対応すべ

き課題が発生しているため、長期療養の環境整備等が必要となっていること。 

○ エイズを発症した状態でＨＩＶの感染が判明した者が、新規に感染が判明した感

染者等の約三割を占めており、ＨＩＶの感染の早期発見に向けた更なる施策が必要

であること。 

○ 青少年に対しては、性に関する重要な事柄の一つとして、ＨＩＶに関する知識の

普及啓発を行うことが特に重要であること。 

○ ＨＩＶは、男性間で性的接触を行う者（以下「ＭＳＭ」という。）、性風俗産業

の従事者及び薬物乱用・依存者における感染が拡大する危険性が高いという特徴が

あり、我が国では、これらの人々を個別施策層と位置付けていること。 

○ ＭＳＭが感染者等の過半数を占めており、特に重点的な配慮が必要であること。 

○ 原因不明で有効な治療法が無く死に至る病であった時代の認識にとどまっている

場合があり、また、個別施策層に属する人々が少数であることから、正確な知識の

普及が阻害されているため、感染者等の医療及び福祉を受ける権利が必ずしも尊重

されていないこと。 

○ 社会に対してＨＩＶ感染症・エイズに関する正確な知識を普及し、国民一人ひと

りが感染者等に対する偏見及び差別を解消するとともに、国民が自らの健康の問題

として感染予防を適切に行うことが重要であること。 

 

第一 原因の究明 

以下の内容を追記する。 

○ 国連合同エイズ計画（ＵＮＡＩＤＳ）が提唱するケアカスケードの評価に資する

疫学調査･研究等を継続的に実施する必要があること。 

 

第二 発生の予防及びまん延の防止 

以下の内容を追記する。 

○ ①性感染症に関する特定感染症予防指針に基づき行われる施策とＨＩＶ感染症・

エイズ対策とを連携させた施策、②コンドームの適切な使用を含めた正しい感染予

防の知識の普及啓発、③地域の実情に即した検査・相談体制の充実並びに④仮にＨ



ＩＶに感染したとしても、早期発見及び早期治療を適切に行うことで、エイズの発

症を防止し、他人へ感染させる危険性を大幅に低減できることについての普及啓発

を中心とした予防対策を重点的かつ計画的に進めていくことが重要であること。 

○ 知識及び経験を有する医療従事者は、普及啓発に携わる者に対する教育に積極的

に協力する必要があること。 

○ 医療・介護の現場では、標準感染予防策をとることが、感染制御の観点から重要

であること。 

○ 他の性感染症との同時検査、検査の外部委託等の検査の利用機会の拡大を促進す

るための取組を強化し、さらに、検査・相談を受けられる場所と時間帯等の周知を

行うことが重要であること。 

○ 郵送検査のみでは、ＨＩＶの感染の有無が確定するものではないため、国は、郵

送検査の結果、更なる検査が必要とされた者を医療機関等への受診に確実につなげ

る方法等について検討する必要があること。 

 

第三 医療の提供 

以下の内容を追記する。 

○ ＨＩＶの感染の早期発見に結び付く検査機会の拡大及び早期治療の開始のために

は、医療機関において、ＨＩＶ検査が適切かつ積極的に実施されることも重要であ

ること。 

○ 医療従事者は、性器クラミジア感染症、性器ヘルペス感染症、尖
せん

圭
けい

コンジローマ、

梅毒、淋
りん

菌感染症、Ｂ型肝炎、アメーバ赤痢等の性感染症のり患が疑われる者に対

して、ＨＩＶ検査の実施を積極的に検討する必要があること。 

○ 国は、感染者等の早期治療の開始及び治療継続を促進する仕組みの検討を進める

必要があること。 

○ 医療従事者は、チーム医療の重要性を認識し、医療機関内外の専門家及び専門施

設と連携を図り、包括的な診療体制を構築する必要があること。 

○ 保健医療サービスと介護・福祉サービスとの連携等が重要になる中で、コーディ

ネーションを担う看護師、医療ソーシャルワーカー等は介護サービスとの連携を確

保することが重要であること。 

 

第四 研究開発の推進 

以下の内容を追記する。 

○ ＨＩＶの感染の危険性が高い人々に対する抗ＨＩＶ薬の曝
ばく

露前予防投与が有用で

あることが、近年海外において報告されており、我が国においても曝
ばく

露前予防投与

を行うことが適当かどうかに関して研究を進める必要があること。 



 

第五 国際的な連携 

○ 主な改正事項なし。 

 

第六 人権の尊重 

以下の内容を追記する。 

○ 感染者等の社会参加を促進することは、社会全体におけるＨＩＶ感染症・エイズ

に関する正しい知識の啓発や感染者等に対する理解を深めることになり、特に、健

康状態が良好である感染者等については、その処遇において他の健康な者と同様に

扱うことが重要であること。 

 

第七 施策の評価及び関係機関との連携 

以下の内容を追記する。 

○ 国は、継続的に研究班等から疫学情報及び統計情報を収集することで、本指針の改

正に資する施策の評価が可能になるよう努める必要があること。 

○ 都道府県等は、地域の実情に応じて、施策目標等を設定し、実施状況等を複数年に

わたり評価するよう努める必要があること。 
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。
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こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
、
感
染
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
を

更
に
強
力
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体

及
び
地
方
公
共
団
体
相
互
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

及
び
教
育
並
び
に
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
体
制

の
充
実
を
中
心
に
、
連
携
し
て
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
患
者
団
体
を
含
む

非
営
利
組
織
又
は
非
政
府
組
織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
、
海
外
の
国

際
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
主
要
な
感
染
経
路
は
性
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
性
に
関
す
る
適
切

ま
た
、
日
本
の
既
存
の
施
策
は
全
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
特
定
の
集
団

な
意
思
決
定
及
び
行
動
選
択
に
係
る
能
力
が
形
成
過
程
に
あ
る
青
少
年
に
対
し
て

に
対
す
る
感
染
の
拡
大
の
抑
制
に
必
ず
し
も
結
び
付
い
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し

は
、
心
身
の
健
康
を
育
む
た
め
の
教
育
等
の
中
で
、
性
に
関
す
る
重
要
な
事
柄
の

た
現
状
を
踏
ま
え
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
個
別
施
策
層
（
感
染
の
可
能
性
が

一
つ
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
特
に
重
要
で

疫
学
的
に
懸
念
さ
れ
な
が
ら
も
、
感
染
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
入
手
が
困
難
で

あ
る
。

あ
っ
た
り
、
偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て
い
る
社
会
的
背
景
等
か
ら
、
適
切
な
保
健

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
男
性
間
で
性
的
接
触
を
行
う
者
（M

e
n

w
h
o

h
a
v
e

s
e
x

w
i
t
h

m
e

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
施
策
の
実
施
に
お
い
て

n

。
以
下
「
Ｍ
Ｓ
Ｍ
」
と
い
う
。
）
、
性
風
俗
産
業
の
従
事
者
及
び
薬
物
乱
用
・

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
々
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
て
、
人
権
や

依
存
者
に
お
け
る
感
染
が
拡
大
す
る
危
険
性
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
我
が

社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細
か
く
効
果
的
な
施
策
を
追
加
的
に
実
施

国
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
個
別
施
策
層
（
施
策
の
実
施
に
お
い
て
特
別
な
配
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
個
別
施
策
層
と
し
て
は
、
現
在
の
情
報
に
鑑
み
れ
ば

を
必
要
と
す
る
人
々
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
位
置
付
け
て
い
る
。
現
時
点
で

、
性
に
関
す
る
意
思
決
定
や
行
動
選
択
に
係
る
能
力
に
つ
い
て
形
成
過
程
に
あ
る

は
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
が
感
染
者
等
の
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
特
に
重
点
的
な
配
慮
が
必

青
少
年
、
言
語
的
障
壁
や
文
化
的
障
壁
の
あ
る
外
国
人
及
び
性
的
指
向
の
側
面
で

要
で
あ
る
。
具
体
的
な
個
別
施
策
層
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
切

配
慮
の
必
要
な
Ｍ
Ｓ
Ｍ
（
男
性
間
で
性
行
為
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

な
見
直
し
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
か
ら

、
性
風
俗
産
業
の
従
事
者
及
び
利
用
者
も
個
別
施
策
層
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
薬
物
乱
用
等
も
感
染
の
一
因
と
な
り
得
る
た
め
、
薬
物
乱
用
者

に
つ
い
て
も
個
別
施
策
層
と
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
具
体
的
な
個

別
施
策
層
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
切
な
見
直
し
が
な
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
理
念
で
あ
る
感
染

症
の
予
防
と
医
療
の
提
供
を
車
の
両
輪
の
ご
と
く
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
患
者

等
（
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
）
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
考
え
を
常
に
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
関
係
者
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
原
因
不
明
で
有
効
な
治
療
法
が
無
く
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死
に
至
る
病
で
あ
っ
た
時
代
の
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、

個
別
施
策
層
に
属
す
る
人
々
が
少
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な
知
識
の
普
及
が

阻
害
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
感
染
者
等
の
医
療
及
び
福
祉
を
受
け
る
権
利
が

必
ず
し
も
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
に
対
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
確
な
知

識
を
普
及
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
感
染
者
等
に
対
す
る
偏
見
及
び
差
別
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
国
民
が
自
ら
の
健
康
の
問
題
と
し
て
感
染
予
防
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
に
応
じ
た

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
応
じ
た

予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
及
び

予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
及
び

患
者
団
体
を
含
む
非
営
利
組
織
又
は
非
政
府
組
織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
の

。
）
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
の
普
及

普
及
啓
発
及
び
教
育
並
び
に
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
等
に

啓
発
及
び
教
育
並
び
に
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
等
に
よ
る

よ
る
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
患
者
等
に
対
す
る
人
権
を
尊
重
し
た
良

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
感
染
者
等
に
対
す
る
人
権
を
尊
重
し
た
良
質

質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と

か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を

を
目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第
一

原
因
の
究
明

第
一

原
因
の
究
明

一

基
本
的
考
え
方

一

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
強
化

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
は
、
感
染
の
予
防
及
び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の

提
供
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、
最
も
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
。
こ

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
感
染
者
等
の
人
権
及
び
個
人
の
情
報
保
護
に
十

の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
患
者
等
の
人
権
及
び
個
人
の
情
報
保
護

分
に
配
慮
し
た
上
で
、
国
立
感
染
症
研
究
所
、
研
究
班
（
厚
生
労
働
科
学
研

に
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
、
国
立
感
染
症
研
究
所
、
研
究
班
（
厚
生
労
働
科

究
費
補
助
金
等
に
関
係
す
る
研
究
班
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ

学
研
究
費
補
助
金
エ
イ
ズ
対
策
研
究
事
業
に
関
係
す
る
研
究
者
や
研
究
班
を

等
と
協
力
し
、
感
染
者
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
に
努
め
、
感
染
の
予
防
及

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力
し
、

び
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
を
行
う
た
め
の
施
策
を
立
案
及
び
実
行
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
強
化

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
基
づ
く
エ
イ
ズ
発

法
に
基
づ
く
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
分
析
を
引
き
続
き
強
化
す
る
と
と
も

生
動
向
調
査
の
分
析
を
引
き
続
き
強
化
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
原
因
を
含
む

に
、
患
者
等
へ
の
説
明
と
同
意
の
上
で
行
わ
れ
る
、
病
状
に
変
化
を
生
じ
た

病
状
に
変
化
を
生
じ
た
事
項
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
任
意
報
告
に
つ
い
て
も

事
項
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
任
意
報
告
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
に
対
す
る
周
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、
関
係
者
に
必
要
性
を
周
知
徹
底
し
、
そ
の
情
報
の
分
析
を
引
き
続
き
強
化

知
徹
底
を
図
り
、
そ
の
情
報
の
分
析
を
引
き
続
き
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
な

す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、

お
、
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
等
に
関
す
る
疫

地
域
差
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
感
染
者
等
に
関
す
る
疫
学
調
査
・
研
究
等

学
調
査
・
研
究
等
の
関
連
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
発
生
動

の
関
連
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
を
補
完
す

向
調
査
を
補
完
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
第
一
に
感
染
者

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
等
の
施
策
を
主
体
的

等
が
検
査
に
よ
り
そ
の
感
染
を
自
覚
し
、
第
二
に
定
期
的
に
治
療
を
受
け
、

か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
患
者
等
の
人
権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に

第
三
に
他
者
に
感
染
さ
せ
な
い
状
態
に
ま
で
ウ
イ
ル
ス
量
を
低
下
さ
せ
る
と

配
慮
し
た
上
で
、
地
域
に
お
け
る
発
生
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
ケ
ア
カ
ス
ケ
ー
ド
と
称
し
て
お
り
、
感
染
者
等
を

要
で
あ
る
。

減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
ケ
ア
カ
ス
ケ
ー
ド
の
評
価
に
資
す
る
疫
学

調
査･

研
究
等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

個
別
施
策
層
に
対
す
る
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
の
実
施

国
は
、
研
究
班
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力
し
、
人
権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に

配
慮
し
た
上
で
、
個
別
施
策
層
に
関
す
る
発
生
動
向
を
調
査
・
把
握
し
、
分

析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三

国
際
的
な
発
生
動
向
の
把
握

三

国
際
的
な
発
生
動
向
の
把
握

国
際
交
流
が
活
発
化
し
、
多
く
の
日
本
人
が
海
外
に
長
期
間
又
は
短
期
間

国
際
交
流
が
活
発
化
し
、
多
く
の
日
本
人
が
海
外
に
長
期
又
は
短
期
間
滞

滞
在
し
て
い
る
と
と
も
に
、
多
く
の
外
国
人
が
訪
日
し
、
ま
た
日
本
国
内
に

在
し
て
い
る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
に
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
よ
う
に

居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
に
鑑
み
、
国
は
、
研
究
班
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協

な
っ
た
状
況
に
鑑
み
、
国
は
、
研
究
班
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力
し
、
海
外
に
お

力
し
、
海
外
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
の
発
生
動
向
を
把
握
し
、

け
る
発
生
動
向
を
把
握
し
、
日
本
へ
の
影
響
を
事
前
に
推
定
す
る
こ
と
が
重

日
本
へ
の
影
響
を
事
前
に
推
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

四

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
等
の
結
果
等
の
公
開
及
び
提
供

四

エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
等
の
結
果
等
の
公
開
及
び
提
供

国
は
、
収
集
さ
れ
た
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
等
の
結
果
や
そ
の
分
析
に
関

国
等
は
、
収
集
さ
れ
た
エ
イ
ズ
発
生
動
向
調
査
等
の
結
果
や
そ
の
分
析
に

す
る
情
報
を
、
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い

関
す
る
情
報
を
、
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
現
在
に
お
け
る
最
大
の
感
染
経
路
が
性
行
為
で

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
は
、
性
感
染
症
と
同
様
に
、
個
人
個
人
の
注
意

あ
る
こ
と
、
性
感
染
症
の
り
患
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
と
の
関
係
が
緊

深
い
行
動
に
よ
り
、
そ
の
予
防
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県

密
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
①
性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指

等
は
、
現
在
に
お
け
る
最
大
の
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

針
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
五
号
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
施
策
と
Ｈ

え
、
①
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
②
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談

Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
と
を
連
携
さ
せ
た
施
策
、
②
コ
ン
ド
ー
ム
の
適

体
制
の
充
実
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い

切
な
使
用
を
含
め
た
正
し
い
感
染
予
防
の
知
識
の
普
及
啓
発
、
③
地
域
の
実

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
を
こ
れ
ら
の
対
策
の
中
核
と
し
て
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情
に
即
し
た
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
並
び
に
④
仮
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
所
管
地
域
に
お
け
る
発
生
動
向
を
正
確
に
把
握
で

と
し
て
も
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
、
エ
イ
ズ
の

き
る
よ
う
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

発
症
を
防
止
し
、
他
人
へ
感
染
さ
せ
る
危
険
性
を
大
幅
に
低
減
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん

延
の
防
止
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
を
こ
れ
ら
の

対
策
の
中
核
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
所
管
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
等

【
参
考
】

か
ら
の
情
報
を
基
に
発
生
動
向
を
正
確
に
把
握
し
、
施
策
に
反
映
す
る
よ
う

第
三

普
及
啓
発
及
び
教
育

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一

基
本
的
考
え
方

普
及
啓
発
及
び
教
育
に
お
い
て
は
特
に
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
正
し
い

普
及
啓
発
及
び
教
育
に
お
い
て
は
特
に
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
正
し
い

知
識
に
加
え
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
の
利
用
に
係
る
情
報
、
医

知
識
に
加
え
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
の
利
用
に
係
る
情
報
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
上
で
必
要
な
情
報
等
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

療
機
関
を
受
診
す
る
上
で
必
要
な
情
報
等
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。

。

ま
た
、
普
及
啓
発
及
び
教
育
は
、
近
年
の
発
生
動
向
を
踏
ま
え
、
対
象
者

ま
た
、
普
及
啓
発
及
び
教
育
は
、
近
年
の
発
生
動
向
を
踏
ま
え
、
対
象
者

の
実
情
に
応
じ
て
正
確
な
情
報
と
知
識
を
、
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的

の
実
情
に
応
じ
て
正
確
な
情
報
と
知
識
を
、
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的

な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
個
人
個
人
の
行
動
が

な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
個
人
個
人
の
行
動
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の
又
は
無
い
も
の
に
変
化
す
る
こ
と

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の
又
は
無
い
も
の
に
変
化
す
る
こ
と

（
以
下
「
行
動
変
容
」
と
い
う
。
）
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
以
下
「
行
動
変
容
」
と
い
う
。
）
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
等
へ
向
け
た
普
及
啓
発
及

さ
ら
に
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を

び
教
育
に
つ
い
て
も
効
果
的
に
取
り
組
み
、
行
動
変
容
を
起
こ
し
や
す
く
す

取
り
巻
く
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
等
へ
向
け
た
普
及
啓
発
及
び
教
育
に

る
よ
う
な
環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

つ
い
て
も
効
果
的
に
取
り
組
み
、
行
動
変
容
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
よ
う
な

環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

普
及
啓
発
及
び
教
育
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
民
一
般
を
対
象
に
Ｈ

Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
に
係
る
情
報
や
正
し
い
知
識
を
提
供
す
る
も
の
と
、
個
別
施

策
層
等
の
対
象
と
な
る
層
を
設
定
し
行
動
変
容
を
促
す
も
の
と
が
あ
り
、
前

者
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
関
心
を
持
続
的
に
高
め
る
た
め
に
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
主
体
的
に
全
国
又
は
地
域
全
般
に
わ
た
り
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
年
齢
、
行
動
段
階
等
の

実
情
に
応
じ
た
内
容
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
に
身
近
な
地
方

公
共
団
体
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
略
）

二

性
感
染
症
対
策
と
の
連
携

現
状
で
は
、
最
大
の
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と
、
性
感
染
症
の
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罹
患
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
関
係
が
深
い
こ
と
等
か
ら
、
予
防
及
び
医
療
の
両
面

りに
お
い
て
、
性
感
染
症
対
策
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
五
号
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
施
策
と
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
対
策
と
を
連
携
し
て
、
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
性
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
適
切

な
使
用
を
含
め
た
性
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、

保
健
所
等
に
お
け
る
性
感
染
症
検
査
の
際
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
受
検
を
勧
奨

す
る
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
。

三

そ
の
他
の
感
染
経
路
対
策

薬
物
乱
用
の
う
ち
静
注
薬
物
の
使
用
に
よ
る
も
の
、
輸
血
、
母
子
感
染
、

医
療
現
場
に
お
け
る
事
故
に
よ
る
偶
発
的
な
感
染
と
い
っ
た
性
的
接
触
以
外

の
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
は
引
き
続
き
、
関
係
機
関
（
関
係

省
庁
、
保
健
所
等
、
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
エ

イ
ズ
治
療
・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ａ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
、
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、
中
核
拠
点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
等
）
と
連

携
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
教
育
の
充
実
、
検
査
・
相
談
体
制
の

推
進
等
の
予
防
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
す
る

研
究
班
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
研
究

を
実
施
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

四

個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
個
別
施
策
層
（
特
に
、
青
少
年
及

び
Ｍ
Ｓ
Ｍ
）
に
対
し
て
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細

か
く
効
果
的
な
施
策
を
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
追
加
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

特
に
、
都
道
府
県
等
は
、
患
者
等
や
個
別
施
策
層
に
属
す
る
者
に
対
し
て

は
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
て
、
検
査
・
相
談
の
利
用
の
機
会
に
関
す
る
情

報
提
供
に
努
め
る
な
ど
検
査
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
特
段
の
配
慮
が
重

要
で
あ
る
。

な
お
、
薬
物
乱
用
者
に
つ
い
て
は
、
薬
物
乱
用
防
止
の
取
組
等
、
関
係
施

策
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
、
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

普
及
啓
発
及
び
教
育

第
三

普
及
啓
発
及
び
教
育

一

基
本
的
考
え
方
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普
及
啓
発
及
び
教
育
に
お
い
て
は
特
に
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
正
し
い

知
識
に
加
え
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
の
利
用
に
係
る
情
報
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
上
で
必
要
な
情
報
等
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。
ま
た
、
普
及
啓
発
及
び
教
育
は
、
近
年
の
発
生
動
向
を
踏
ま
え
、
対
象
者

の
実
情
に
応
じ
て
正
確
な
情
報
と
知
識
を
、
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的

な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
個
人
個
人
の
行
動
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の
又
は
無
い
も
の
に
変
化
す
る
こ
と

（
以
下
「
行
動
変
容
」
と
い
う
。
）
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を

取
り
巻
く
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
等
へ
向
け
た
普
及
啓
発
及
び
教
育
に

つ
い
て
も
効
果
的
に
取
り
組
み
、
行
動
変
容
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
よ
う
な

環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

普
及
啓
発
及
び
教
育
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
民
一
般
を
対
象
に
Ｈ

Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
に
係
る
情
報
や
正
し
い
知
識
を
提
供
す
る
も
の
と
、
個
別
施

策
層
等
の
対
象
と
な
る
層
を
設
定
し
行
動
変
容
を
促
す
も
の
と
が
あ
り
、
前

者
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
関
心
を
持
続
的
に
高
め
る
た
め
に
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
主
体
的
に
全
国
又
は
地
域
全
般
に
わ
た
り
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
年
齢
、
行
動
段
階
等
の

実
情
に
応
じ
た
内
容
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
に
身
近
な
地
方

公
共
団
体
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
み
な

ら
ず
、
日
本
に
在
住
す
る
全
て
の
人
々
に
対
し
て
、
感
染
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
普
及
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
と
の
連
携
を
強
化

し
て
、
対
象
者
に
応
じ
た
効
果
的
な
教
育
資
材
を
開
発
す
る
こ
と
等
に
よ
り

、
具
体
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
普
及
啓

発
に
携
わ
る
者
に
対
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
患

者
等
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
実
施
す
る
性
行
動
等
に
お
け
る
感
染
予
防
の
た
め
の
普

及
啓
発
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
参
考
】

第
三

普
及
啓
発
及
び
教
育

一

基
本
的
考
え
方

１

教
育
機
関
等
で
の
普
及
啓
発

（
略
）
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国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
み
な

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
者
の
み
な

ら
ず
、
日
本
に
在
住
す
る
全
て
の
人
々
に
対
し
て
、
感
染
に
関
す
る
正
し

ら
ず
、
日
本
に
在
住
す
る
全
て
の
人
々
に
対
し
て
、
感
染
に
関
す
る
正
し
い

い
知
識
を
普
及
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
と
の
連
携
を

知
識
を
普
及
で
き
る
よ
う
に
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
と
の
連
携
を
強
化

強
化
し
て
、
対
象
者
に
応
じ
た
効
果
的
な
教
育
資
材
の
開
発
等
に
よ
り
、

し
て
、
対
象
者
に
応
じ
た
効
果
的
な
教
育
資
材
を
開
発
す
る
こ
と
等
に
よ
り

具
体
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
支
援
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

、
具
体
的
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
普
及
啓

る
。

発
に
携
わ
る
者
に
対
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
患

ま
た
、
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
医
療
従
事
者
は
、
普
及
啓
発
に
携
わ

者
等
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
実
施
す
る
性
行
動
等
に
お
け
る
感
染
予
防
の
た
め
の
普

る
者
に
対
す
る
教
育
に
積
極
的
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

及
啓
発
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

患
者
等
及
び
個
別
施
策
層
に
対
す
る
普
及
啓
発
及
び
教
育
の
強
化

（
略
）

さ
ら
に
、
青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
を
行
う
際
に
は
、
学
校
、
家
庭
、

ま
た
、
青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
を
行
う
際
に
は
、
学
校
、
地
域
コ
ミ
ュ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
青
少
年
相
互
の
連
携
・
協
力
が
重
要
で
あ
る
と

ニ
テ
ィ
、
青
少
年
相
互
の
連
携
・
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
青
少
年

と
も
に
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
、
青
少
年
自
身
の
性
的
指
向
や
性
に

を
取
り
巻
く
環
境
、
青
少
年
自
身
の
性
的
指
向
や
性
に
対
す
る
考
え
方
等
に

対
す
る
考
え
方
等
に
は
多
様
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

は
多
様
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
等
を
行
う
必
要

た
教
育
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

が
あ
る
。

二

患
者
等
及
び
個
別
施
策
層
に
対
す
る
普
及
啓
発
及
び
教
育
の
強
化

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
患
者
等
及
び
個
別
施
策
層
に
対
す
る
普
及
啓

発
及
び
教
育
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
の
機
会
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性

を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
、
各
個
別
施
策
層
の
社
会
的
背
景
に
即
し
た
具
体
的

な
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
別
施
策
層
に

適
し
た
普
及
啓
発
用
資
材
等
を
患
者
等
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
共
同
で
開
発
し
、
普

及
啓
発
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
地
方
公
共
団
体
は

、
地
方
の
実
情
に
応
じ
た
受
検
・
受
療
行
動
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
普
及
啓

発
事
業
の
定
着
を
図
る
た
め
に
、
保
健
所
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
企
業

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
連
携

を
可
能
と
す
る
職
員
等
の
育
成
に
つ
い
て
も
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
及
び
青
少
年
に
対
す
る
普
及
啓

２

Ｍ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
普
及
啓
発

発
及
び
教
育
は
特
に
重
要
で
あ
る
。

感
染
者
等
の
大
半
を
占
め
る
Ｍ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
普
及
啓
発
に
お
い
て
は

Ｍ
Ｓ
Ｍ
に
対
す
る
普
及
啓
発
等
に
お
い
て
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と

、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
当
事
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
を
進
め
な
が

当
事
者
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
が
必
須
で
あ
り
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た

ら
、
取
組
を
継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
普
及
啓
発

取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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が
行
き
届
い
て
い
な
い
対
象
者
を
把
握
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
対
象
者

ま
た
、
青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
を
行
う
際
に
は
、
学
校
、
地
域
コ
ミ
ュ

の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ニ
テ
ィ
、
青
少
年
相
互
の
連
携
・
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
青
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
、
青
少
年
自
身
の
性
的
指
向
や
性
に
対
す
る
考
え
方
等
に

は
多
様
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
教
育
等
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

３

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
教
育

三

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
教
育

医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
、
標
準
感
染
予
防
策
を
と
る
こ
と
が
、
感
染

国
及
び
都
道
府
県
等
に
あ
っ
て
は
、
研
修
会
等
に
よ
り
、
広
く
医
療
従
事

制
御
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研

者
等
に
対
し
て
、
最
新
の
医
学
や
医
療
の
教
育
の
み
な
ら
ず
、
患
者
等
の
心

究
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ａ
Ｃ
Ｃ
」
と

理
や
特
に
個
別
施
策
層
の
社
会
的
状
況
等
の
理
解
に
資
す
る
教
育
、
患
者
等

い
う
。
）
は
、
医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
最
新
の
知
見
の
普
及
に
当
た
っ

の
人
権
の
尊
重
や
個
人
情
報
保
護
及
び
情
報
管
理
に
関
す
る
教
育
等
を
強
化

て
、
中
心
的
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ

し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、
中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病

院
と
の
連
携
の
下
、
全
て
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設
等
に
お
い
て
感
染
者

等
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
教
育
を
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
。

４

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

四

関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

厚
生
労
働
省
は
、
具
体
的
な
普
及
啓
発
に
係
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く

厚
生
労
働
省
は
、
具
体
的
な
普
及
啓
発
事
業
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
文

上
で
、
文
部
科
学
省
及
び
法
務
省
と
連
携
し
て
、
教
育
及
び
啓
発
体
制
を

部
科
学
省
及
び
法
務
省
と
連
携
し
て
、
教
育
及
び
啓
発
体
制
を
確
立
す
る
こ

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
者
等
の
人
権
に
配
慮
し
つ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
報
道
機
関
等
を
通
じ
た
積
極
的
な
広
報
活
動
を

つ
、
報
道
機
関
等
を
通
じ
た
積
極
的
な
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
保
健
所
等
の
窓
口
に
外
国
語
で
説
明
し
た
冊
子
を
備

、
保
健
所
等
の
窓
口
に
外
国
語
で
説
明
し
た
冊
子
を
備
え
て
お
く
等
の
取

え
て
お
く
等
の
取
組
を
行
い
、
旅
行
者
や
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
さ

組
を
行
い
、
旅
行
者
や
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

三

検
査
・
相
談
体
制

第
四

検
査
・
相
談
体
制
の
充
実

一

基
本
的
考
え
方

１

検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
感
染
者
が
早
期
に
検
査
を
受

検
し
、
適
切
な
相
談
及
び
医
療
機
関
へ
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と
は
、
感
染

症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
み
な
ら
ず
、
感
染
者
個
人
個
人
の
発
症

又
は
重
症
化
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

２

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相

談
体
制
の
充
実
を
基
本
と
し
、
検
査
・
相
談
の
機
会
を
、
個
人
個
人
に
対

し
て
行
動
変
容
を
促
す
機
会
と
位
置
付
け
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
取

組
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
背
景
を
持
つ
感

染
者
が
、
早
期
に
検
査
を
受
検
し
、
適
切
な
相
談
及
び
医
療
機
関
へ
の
紹
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介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
検
査
・
相
談
の
機
会
の
拡
充
に
つ
な
が
る
取
組
を
強

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

１

保
健
所
等
に
お
け
る
検
査･

相
談
体
制

二

検
査
・
相
談
体
制
の
強
化

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
無
料
の
匿
名
に
よ
る
検
査

１

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
基
本
的
考
え
方
を
踏
ま
え
、
保
健
所
に
お
け

・
相
談
を
は
じ
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
を

る
無
料
の
匿
名
に
よ
る
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
を
重
点
的
か
つ
計
画
的

重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
都
道
府
県
等
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
検
査
・
相
談

さ
ら
に
、
都
道
府
県
等
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
や
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
と

の
実
施
方
法
に
係
る
指
針
や
手
引
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ

も
連
携
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

ン
ト
等
集
客
が
多
く
見
込
ま
れ
る
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
検

、
利
便
性
の
高
い
場
所
と
夜
間
・
休
日
等
の
時
間
帯
に
配
慮
し
た
検
査
や

査
・
相
談
の
利
用
に
係
る
情
報
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

迅
速
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
検
査
・
相
談
を
受
け
ら
れ
る
場
所
と

都
道
府
県
等
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
受
検
者
の
う
ち
希
望
す
る
者

時
間
帯
等
の
周
知
を
行
う
な
ど
、
利
用
の
機
会
の
拡
大
を
促
進
す
る
取
組

に
対
し
て
は
、
検
査
の
前
に
相
談
の
機
会
を
設
け
、
必
要
か
つ
十
分
な
情

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

報
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
上
で
検
査
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
都
道
府
県
等
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
検
査
・
相
談

保
健
所
等
は
、
必
要
に
応
じ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
及
び
医
療
機
関
と
連
携
し
、

の
実
施
方
法
に
係
る
指
針
や
手
引
き
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
各
種
イ

個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
に
確
実
に
つ
な

ベ
ン
ト
等
集
客
が
多
く
見
込
ま
れ
る
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
利
便
性
の
高
い
場
所
と
夜
間
・
休
日
等
の
時

検
査
・
相
談
の
利
用
に
係
る
情
報
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

間
帯
に
配
慮
し
た
検
査
や
迅
速
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
他
の
性
感

２

都
道
府
県
等
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
受
検
者
の
う
ち
希
望
す
る
者

染
症
と
の
同
時
検
査
、
検
査
の
外
部
委
託
等
の
検
査
の
利
用
機
会
の
拡
大

に
対
し
て
は
、
検
査
の
前
に
相
談
の
機
会
を
設
け
、
必
要
か
つ
十
分
な
情

を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
を
強
化
し
、
さ
ら
に
、
検
査
・
相
談
を
受
け
ら

報
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
上
で
検
査
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

れ
る
場
所
と
時
間
帯
等
の
周
知
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
検
査
の
結
果
、
陽
性
で
あ
っ
た
者
に
は
、
早
期
治
療
・
発
症

さ
ら
に
、
検
査
の
結
果
、
陽
性
で
あ
っ
た
者
に
は
、
早
期
治
療
・
発
症

予
防
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
相
談
及
び
医
療
機
関

予
防
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
相
談
及
び
医
療
機
関

へ
の
紹
介
に
よ
る
早
期
治
療
・
発
症
予
防
の
機
会
を
提
供
し
、
医
療
機
関

へ
の
紹
介
に
よ
る
早
期
治
療
・
発
症
予
防
の
機
会
を
提
供
し
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
に
確
実
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
陰

へ
の
受
診
を
確
実
に
促
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
陰
性
で

性
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
感
染
症
予
防
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
機
会

あ
っ
た
者
に
つ
い
て
も
、
行
動
変
容
を
促
す
機
会
と
し
て
積
極
的
に
対
応

と
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
検
査
後
に
お
い
て
は
、
希
望
す
る
者
に
対
し
て
、
継
続
的
な
検

ま
た
、
検
査
後
に
お
い
て
は
、
希
望
す
る
者
に
対
し
て
、
継
続
的
な
検

査
後
の
相
談
及
び
陽
性
者
の
支
援
の
た
め
の
相
談
を
実
施
す
る
等
、
相
談

査
後
の
相
談
及
び
陽
性
者
の
支
援
の
た
め
の
相
談
等
、
相
談
体
制
の
充
実

体
制
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三

個
別
施
策
層
に
対
す
る
検
査
・
相
談
の
実
施

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
つ
つ
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
取
組
を
実
施
し
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
、
利
用

の
機
会
の
拡
大
を
促
進
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
お
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、
個
別
施
策
層
に
対
し
効
率
的
に
検
査
を
実
施
す
る
と
い
う
観
点
で
、
新
規

感
染
者
・
患
者
報
告
数
が
全
国
水
準
よ
り
高
い
等
の
地
域
に
あ
っ
て
は
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
定
量
的
な
指
標
に
基
づ
く
施
策
の
目
標
等
を
設
定
し

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
地
域
の
実
情
及
び
施
策
の
性
質
等
に

よ
っ
て
は
、
定
性
的
な
目
標
等
を
設
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

、
心
理
的
背
景
や
社
会
的
背
景
に
も
十
分
に
配
慮
し
た
相
談
体
制
の
整
備
が

重
要
で
あ
り
、
専
門
の
研
修
を
受
け
た
者
に
よ
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
ピ
ア

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
患
者
等
や
個
別
施
策
層
の
当
事
者
に
よ
る
相
互
相
談

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

【
参
考
】

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

２

個
別
施
策
層
に
対
す
る
検
査
・
相
談
体
制

四

個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
個
別
施
策
層
に
対
し
て
、
人
権

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
個
別
施
策
層
（
特
に
、
青
少
年
及

や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細
か
く
効
果
的
な
検
査
・
相
談

び
Ｍ
Ｓ
Ｍ
）
に
対
し
て
、
人
権
や
社
会
的
背
景
に
最
大
限
配
慮
し
た
き
め
細

体
制
を
、
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
て
、
継
続
し
て
構
築
す
る
必

か
く
効
果
的
な
施
策
を
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
追
加
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

要
が
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。

特
に
、
都
道
府
県
等
は
、
感
染
者
等
や
個
別
施
策
層
に
属
す
る
者
に
対

特
に
、
都
道
府
県
等
は
、
患
者
等
や
個
別
施
策
層
に
属
す
る
者
に
対
し
て

し
て
は
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
て
、
検
査
・
相
談
の
利
用
の
機
会
に
関

は
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
て
、
検
査
・
相
談
の
利
用
の
機
会
に
関
す
る
情

す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
な
ど
検
査
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
特
段
の

報
提
供
に
努
め
る
な
ど
検
査
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
特
段
の
配
慮
が
重

配
慮
が
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

な
お
、
薬
物
乱
用
・
依
存
者
に
つ
い
て
は
、
薬
物
乱
用
防
止
の
取
組
等

な
お
、
薬
物
乱
用
者
に
つ
い
て
は
、
薬
物
乱
用
防
止
の
取
組
等
、
関
係
施

、
関
係
施
策
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
、
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

策
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
、
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

で
あ
る
。

３

郵
送
検
査

近
年
、
郵
送
検
査
の
利
用
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、
郵
送
検
査
の
み
で

は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
の
有
無
が
確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
国
は
、

郵
送
検
査
の
結
果
、
更
な
る
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た
者
を
医
療
機
関
等
へ

の
受
診
に
確
実
に
つ
な
げ
る
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

保
健
医
療
相
談
体
制
の
充
実

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
保
健
医
療
相
談
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
保
健
医
療
相
談
の
質
的
向
上

等
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
予
防
や
医
療
の
提
供
に
関

す
る
相
談
窓
口
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
、
妊
娠
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時
の
相
談
と
い
っ
た
様
々
な
保
健
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
個
別
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
相
談
窓
口
を
増

設
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
重
視
し
た
相
談
の
質
的
向
上

等
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
地
域
の
患
者
等
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連

携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
三

医
療
の
提
供

第
五

医
療
の
提
供

一

基
本
的
考
え
方

一

総
合
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

１

医
療
提
供
体
制
の
充
実

国
及
び
都
道
府
県
は
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
療
法
の
進
歩
に
よ
る
予
後
の
改
善
に
伴

国
及
び
都
道
府
県
は
、
患
者
等
に
対
す
る
医
療
及
び
施
策
が
更
に
充
実

う
感
染
者
等
の
増
加
及
び
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
各
種
拠
点
病
院
の
機

す
る
よ
う
、
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
の
中
核
的
医
療
機
関
で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
地

能
を
明
確
化
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
中
核
拠
点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療

方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
、
中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
の

拠
点
病
院
と
地
域
の
病
院
等
間
の
機
能
分
担
に
よ
る
診
療
連
携
の
充
実
を
図

機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
中
核
拠

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
に
お
け
る
総
合
的
な
医
療
提
供

点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
、
地
域
の
診
療
所
等
間
の
機
能
分
担
に

体
制
の
整
備
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
感
染
者
等
が
主

よ
る
診
療
連
携
の
充
実
や
患
者
等
を
含
む
関
連
団
体
と
の
連
携
を
図
る
こ

体
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
が
居
住
地
で
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
基

と
に
よ
り
、
都
道
府
県
内
に
お
け
る
総
合
的
な
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を

盤
作
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
支
援
を
原
則
と
し
て
受
け
る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

拠
点
病
院
が
中
核
拠
点
病
院
を
、
中
核
拠
点
病
院
が
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病

院
を
支
援
す
る
と
い
う
、
各
種
拠
点
病
院
の
役
割
を
明
確
に
し
つ
つ
、
Ａ

Ｃ
Ｃ
及
び
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
中
核
拠
点
病

院
等
を
中
心
に
、
地
域
に
お
け
る
医
療
水
準
の
向
上
及
び
そ
の
地
域
格
差

の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
診
療
機
能
に

応
じ
た
患
者
主
体
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
が
居
住
地
で
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
基
盤
作
り
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

拠
点
病
院
、
中
核
拠
点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
、
地
域
の
診
療
所

等
の
連
携
を
深
め
、
相
互
の
研
修
等
に
よ
り
診
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
等
が
設
置
す
る
推
進
協
議
会
等
に
お
い
て

、
各
種
拠
点
病
院
に
お
け
る
医
療
従
事
者
へ
の
啓
発
や
各
種
拠
点
病
院
間

の
診
療
連
携
の
推
進
、
担
当
医
師
の
み
な
ら
ず
担
当
診
療
科
を
中
心
と
し

た
各
種
拠
点
病
院
と
し
て
の
医
療
提
供
体
制
の
維
持
等
、
医
療
体
制
整
備

の
進
捗
状
況
を
評
価
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

二

医
療
機
関
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
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Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
の
早
期
発
見
に
結
び
付
く
検
査
機
会
の
拡
大
及
び
早
期
治

療
の
開
始
の
た
め
に
は
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が
適
切
か
つ

積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
医
療
従
事
者
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
・
エ
イ
ズ
が
疑
わ
れ
る
者
の
み
な
ら
ず
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
、
淋
菌
感
染
症
、
Ｂ

せ
ん
け
い

り
ん

型
肝
炎
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
等
の
性
感
染
症
の
り
患
が
疑
わ
れ
る
者
に
対
し
て

、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
実
施
を
積
極
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三

総
合
的
な
医
療
体
制
の
確
保

２

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
及
び
医
療
連
携
体
制
の
強
化

１

早
期
治
療
導
入
の
検
討

高
度
化
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
を
支
え
る
た
め
に
は
、
医
療
の
質
の
標
準
化

を
進
め
る
べ
く
専
門
医
等
の
医
療
従
事
者
が
連
携
し
て
診
療
に
携
わ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
国
は
、
外
来
診
療
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
、
ケ
ア
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
指
針
等
を
作
成
し
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
確
保

を
図
る
取
組
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

早
期
に
感
染
者
等
へ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
感
染
者
等
の

ま
た
、
早
期
に
患
者
等
へ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
二
次
感

予
後
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
二
次
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ

染
防
止
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。

る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
感
染
者
等
の
早
期
治
療
の
開
始
及
び
治
療
継
続
を

促
進
す
る
仕
組
み
の
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

２

地
域
で
の
包
括
的
な
医
療
体
制
の
確
保

地
域
の
感
染
者
等
の
数
及
び
医
療
資
源
の
状
況
に
応
じ
、
エ
イ
ズ
治
療

拠
点
病
院
を
中
心
と
す
る
包
括
的
な
診
療
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

専
門
的
医
療
と
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護
・
福
祉
サ

さ
ら
に
今
後
は
、
専
門
的
医
療
と
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

ー
ビ
ス
と
の
連
携
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は

及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
等
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
各
種
保

、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
病
院
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
機

エ
イ
ズ
に
関
し
て
知
見
を
有
す
る
看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

能
」
（
以
下
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
を
担
う
看
護
師
等

等
を
配
置
し
、
各
種
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
病
院
へ
の
配
置
を
推
進
す
る

の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
（
以
下
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
う
。
）
を
拡
充
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

都
道
府
県
等
は
、
中
核
拠
点
病
院
の
設
置
す
る
連
絡
協
議
会
等
と
連
携

都
道
府
県
等
は
、
中
核
拠
点
病
院
の
設
置
す
る
連
絡
協
議
会
等
と
連
携
し

し
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
等
の
関
係
団
体
や
患
者
団
体
の
協
力
の
下
、

、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
等
の
関
係
団
体
や
患
者
団
体
の
協
力
の
下
、
中

中
核
拠
点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
及
び
地
域
診
療
所
等
間
の
診
療

核
拠
点
病
院
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
及
び
地
域
診
療
所
等
間
の
診
療
連

連
携
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
感
染
者
等
に
対
す
る

携
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
患
者
等
に
対
す
る
歯
科

歯
科
診
療
及
び
透
析
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院

診
療
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
病
院

及
び
中
核
拠
点
病
院
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
各
種
拠
点
病
院
と
診
療

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
相
互
の
連
携
の
下
、
各
種
拠
点
病
院
と
診
療
に

に
協
力
す
る
歯
科
診
療
所
及
び
透
析
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を

協
力
す
る
歯
科
診
療
所
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
患
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図
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
者
等
へ
滞
り
な
く
歯
科
診
療
や
透
析
医
療
等
を

者
等
へ
滞
り
な
く
歯
科
診
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

３

十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
医
療
の
推
進

治
療
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
感
染
の
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
は

、
医
療
従
事
者
は
患
者
等
に
対
し
、
十
分
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
る

よ
う
努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
医
療
従
事
者
は
医

療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
適
切
な
療
養
指
導
を
含
む
十
分
な
説
明
を
行

い
、
患
者
等
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
継
続
的
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
説
明
の
際
に
は
、
患
者
等
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
分
か
り
や
す

い
説
明
資
料
を
用
意
す
る
こ
と
等
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
患
者
等
が
主
治

医
以
外
の
医
師
の
意
見
を
聞
き
、
自
ら
の
意
思
決
定
に
役
立
て
る
こ
と
も

評
価
さ
れ
る
。

３

診
療
科
連
携
の
強
化

４

主
要
な
合
併
症
及
び
併
発
症
へ
の
対
応
の
強
化

Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
そ
の
も
の
の
進
展
に
伴
い
、
結
核
、
悪
性
腫
瘍
等
の
合
併

Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
そ
の
も
の
の
進
展
に
伴
い
、
結
核
、
悪
性
腫
瘍
等
の
合
併

症
や
肝
炎
等
の
併
発
症
を
有
す
る
感
染
者
等
へ
の
治
療
及
び
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬

症
や
肝
炎
等
の
併
発
症
を
有
す
る
患
者
へ
の
治
療
及
び
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
投

の
投
与
に
伴
う
有
害
事
象
等
へ
の
対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
は

与
に
伴
う
有
害
事
象
等
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
引

、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
治
療
等
に
関
す
る
対
応
を
強
化
す
る
べ
き
で
あ
る

き
続
き
こ
れ
ら
の
治
療
等
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
の
公
開
等

。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
現
場
に
お
い
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
を
専
門
と
す
る
医

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
の
重
複
感

療
従
事
者
を
中
心
と
し
つ
つ
、
関
係
す
る
診
療
科
及
び
部
門
間
の
連
携
を

染
に
よ
り
重
篤
化
し
た
肝
炎
・
肝
硬
変
に
対
す
る
肝
移
植
等
を
含
む
合
併

強
化
し
、
医
療
機
関
全
体
で
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

症
・
併
発
症
対
策
は
、
そ
の
重
篤
な
臨
床
像
か
ら
、
研
究
の
み
な
ら
ず
医

で
あ
る
。

療
に
お
い
て
も
専
門
と
す
る
診
療
科
間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要

さ
ら
に
、
医
療
従
事
者
は
、
医
療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
チ
ー
ム
医

で
あ
る
。
ま
た
、
治
療
に
伴
う
心
理
的
負
担
を
有
す
る
患
者
に
対
し
て
は

療
の
重
要
性
を
認
識
し
、
医
療
機
関
内
外
の
専
門
家
及
び
専
門
施
設
と
連

、
診
断
後
早
期
か
ら
の
精
神
医
学
的
介
入
に
よ
る
治
療
も
重
要
で
あ
る
。

携
を
図
り
、
心
理
的
な
支
援
、
服
薬
指
導
等
を
含
め
た
包
括
的
な
診
療
体

こ
の
た
め
、
精
神
科
担
当
の
医
療
従
事
者
に
対
し
て
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
に

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
い
て
の
研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

５

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

患
者
等
や
医
療
関
係
者
が
、
治
療
方
法
や
主
要
な
合
併
症
及
び
併
発
症

の
早
期
発
見
方
法
等
の
情
報
を
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
り
医
療
情
報
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
診
療
機
関
の
医
療
水
準
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
―
ｎ
ｅ
ｔ
）
等
の
情
報
網
の
普
及
や
患

者
等
本
人
の
同
意
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
診
療
の
相
互
支
援
の
促
進
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者
が
相
互
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に
交
流
す
る
こ
と
は
、
医
療
機
関
、
診
療
科
、
職
種
等
を
超
え
た
連
携
を

図
り
、
ひ
い
て
は
、
患
者
等
の
医
療
上
の
必
要
性
を
的
確
に
把
握
す
る
こ

と
等
に
つ
な
が
り
有
効
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

４

長
期
療
養
・
在
宅
療
養
支
援
体
制
等
の
整
備

６

長
期
療
養
・
在
宅
療
養
支
援
体
制
の
整
備

感
染
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
介

患
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
患
者
等
の
主
体
的
な
療
養
環

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
等
が
重
要
に
な
る
中
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

境
の
選
択
を
尊
重
す
る
た
め
、
長
期
療
養
・
在
宅
療
養
の
患
者
等
を
積
極

シ
ョ
ン
を
担
う
看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
は
介
護
サ
ー
ビ

的
に
支
え
る
体
制
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

ス
と
の
連
携
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
者
等
の
主

め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
具
体
的
な
症
例
に
照
ら
し
つ
つ
、
患
者
等

体
的
な
療
養
環
境
の
選
択
を
尊
重
す
る
た
め
、
長
期
療
養
・
在
宅
療
養
の

の
長
期
療
養
・
在
宅
療
養
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
て
い
く
よ
う
努
め

感
染
者
等
を
積
極
的
に
支
え
る
体
制
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
都
道
府
県
等
に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
具
体
的
な
症
例
に
照

じ
て
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点
病
院
相
互
の
連
携
に
よ

ら
し
つ
つ
、
感
染
者
等
の
長
期
療
養
・
在
宅
療
養
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
配

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下
、
連
絡
協
議
会
等
に
お
い
て
、
各
種
拠
点

慮
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
都
道
府
県
等
に
あ
っ
て

病
院
と
地
域
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
等
と
の
連
携
を
推
進
し
、
各
種
拠
点

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
及
び
中
核
拠
点

病
院
と
慢
性
期
病
院
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

病
院
相
互
の
連
携
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下
、
各
種
拠
点
病
院

。

と
慢
性
期
病
院
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
参
考
】

四

日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
強
化

感
染
者
等
が
安
心
し
て
治
療
を
継
続
し
な
が
ら
生
活
を
送
る
た
め
に
は

患
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
生
活
す
る

、
生
活
相
談
等
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
各
種

者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
者
施
策
等
の

拠
点
病
院
と
連
携
し
て
、
専
門
知
識
に
基
づ
く
医
療
社
会
福
祉
相
談
（
医

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
や
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
感
染
者
等
や
個

、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
専
門
知
識
に
基
づ
く
医
療
社
会
福
祉
相
談
（
医

別
施
策
層
の
当
事
者
に
よ
る
相
互
相
談
を
い
う
。
）
等
の
研
修
の
機
会
を

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
や
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
研
修
の
機
会
を

拡
大
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
生
活
相
談
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

拡
大
し
、
医
療
機
関
や
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
生
活
相
談
支
援
の
プ

要
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
の
日
常
生
活
を
支
援
す

ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
エ
イ
ズ
治
療
拠

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
体
制
、
社
会
資

点
病
院
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
構
築
の
た
め
の
研
修
等
の
機
会
の
提
供
等
も

源
の
活
用
等
に
つ
い
て
の
情
報
の
周
知
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
体
制
、
社
会
資
源
の
活

用
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

医
薬
品
の
円
滑
な
供
給
確
保

７

治
療
薬
剤
の
円
滑
な
供
給
確
保

国
は
、
感
染
者
等
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

国
は
、
患
者
等
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
治

薬
品
の
円
滑
な
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
内

療
薬
剤
の
円
滑
な
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
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に
お
い
て
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等

国
内
に
お
い
て
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
に
基
づ
く
承
認
を

確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
で
承
認

受
け
て
い
る
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
又
は
そ
の
随
伴
症
状
に
対
す
る
効
能
又
は
効

さ
れ
て
い
る
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
又
は
そ
の
随
伴
症
状
に
対
す
る
効
能
又
は
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
医
薬
品
の
中
で
効
果
が
期
待
さ
れ
る
医
薬
品
の
医

果
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
薬
剤
の
中
で
効
果
が
期
待
さ
れ
る
薬
剤
の
医
療

療
上
必
要
な
適
応
拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
海
外
で
承
認
さ
れ
た
医
薬
品
が

上
必
要
な
適
応
拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
海
外
で
承
認
さ
れ
た
治
療
薬
剤

い
ち
早
く
国
内
に
お
い
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
、

が
い
ち
早
く
国
内
に
お
い
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
の
措
置
を
講

海
外
と
の
格
差
を
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

じ
、
海
外
と
の
格
差
を
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

人
材
の
育
成
及
び
活
用

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
の
た
め
に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
教
育
及

び
研
修
を
受
け
、
個
別
施
策
層
の
み
な
ら
ず
多
様
な
人
間
の
性
に
つ
い
て
理

解
し
、
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
に
よ
る
治
療
水
準
の
向
上
も
重
要
で
あ
る
。

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治

療
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
等
に
よ
る
出
張
研

修
等
に
よ
り
、
効
果
的
な
研
修
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。
ま
た
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
中
核
拠
点
病
院
に
お

い
て
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
看
護
師
等
が
配
置
で
き
る
よ
う
、
看

護
師
等
へ
の
研
修
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

五

外
国
人
に
対
す
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

三

個
別
施
策
層
に
対
す
る
施
策
の
実
施

個
別
施
策
層
に
対
し
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
医
療
関
係
者
へ
の
研
修
、
対

応
手
引
書
の
作
成
等
の
機
会
に
個
別
的
な
対
応
を
考
え
て
い
く
こ
と
等
が
重

要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
個
別
施
策
層
が
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は

、
感
染
の
拡
大
の
抑
制
に
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
各
種
拠
点
病
院
等
に
お
い
て
検
査
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療

に
関
す
る
相
談
（
情
報
提
供
を
含
む
。
）
の
機
会
の
拡
充
へ
の
取
組
の
強
化

外
国
人
に
つ
い
て
は
、
言
語
障
壁
及
び
文
化
的
障
壁
が
あ
り
、
適
切
な
保

を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
外
国
人
に
対
す
る
医
療
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府

は
、
職
業
、
国
籍
、
感
染
経
路
等
に
よ
っ
て
医
療
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
の
提

県
等
は
、
外
国
人
に
対
す
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

供
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
実

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
情
報
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

施
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力
し
、
通
訳
等
の
確
保
に
よ
る
多
言
語

、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力

で
の
対
応
の
充
実
等
が
必
要
で
あ
る
。

し
、
通
訳
等
の
確
保
に
よ
る
多
言
語
で
の
対
応
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
ま
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た
、
外
国
人
へ
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
調
査

【
参
考
】

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

一

総
合
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

六

十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
医
療
の
推
進

３

十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
医
療
の
推
進

治
療
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
感
染
の
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

治
療
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
感
染
の
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
に
は

医
療
従
事
者
は
感
染
者
等
に
対
し
、
十
分
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
る
よ

、
医
療
従
事
者
は
患
者
等
に
対
し
、
十
分
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
る

う
努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
医
療
従
事
者
は
医
療
を

よ
う
努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
医
療
従
事
者
は
医

提
供
す
る
に
当
た
り
、
適
切
な
服
薬
指
導
を
含
む
十
分
な
説
明
を
行
い
、
感

療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
適
切
な
療
養
指
導
を
含
む
十
分
な
説
明
を
行

染
者
等
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
継
続
的
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
、
患
者
等
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
継
続
的
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

説
明
の
際
に
は
、
感
染
者
等
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
分
か
り
や
す
い
説
明

あ
る
。
説
明
の
際
に
は
、
患
者
等
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
分
か
り
や
す

資
料
を
用
意
す
る
こ
と
等
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
感
染
者
等
が
主
治
医
以
外

い
説
明
資
料
を
用
意
す
る
こ
と
等
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
患
者
等
が
主
治

の
医
師
の
意
見
を
聞
き
、
自
ら
の
意
思
決
定
に
役
立
て
る
こ
と
も
重
要
で
あ

医
以
外
の
医
師
の
意
見
を
聞
き
、
自
ら
の
意
思
決
定
に
役
立
て
る
こ
と
も

る
。

評
価
さ
れ
る
。

【
参
考
】

七

人
材
の
育
成
及
び
活
用

二

人
材
の
育
成
及
び
活
用

医
療
従
事
者
が
、
感
染
者
等
に
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
の
た
め
に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
教
育
及

に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
教
育
及
び
研
修
を
受
け
、
多
様
な
人
間
の
性
に
つ

び
研
修
を
受
け
、
個
別
施
策
層
の
み
な
ら
ず
多
様
な
人
間
の
性
に
つ
い
て
理

い
て
理
解
し
、
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に

解
し
、
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
必

あ
る
と
と
も
に
、
人
材
の
育
成
に
よ
る
治
療
水
準
の
向
上
も
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
引
き
続
き
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
実
施

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院

す
る
と
と
も
に
、
中
核
拠
点
病
院
及
び
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点

療
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
等
に
よ
る
出
張
研

病
院
等
に
よ
る
出
張
研
修
等
に
よ
り
、
効
果
的
な
研
修
と
な
る
よ
う
支
援
す

修
等
に
よ
り
、
効
果
的
な
研
修
と
な
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
だ
け
で
は
な
く

。
ま
た
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
中
核
拠
点
病
院
に
お

、
中
核
拠
点
病
院
に
お
い
て
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
看
護
師
等
を

い
て
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
看
護
師
等
が
配
置
で
き
る
よ
う
、
看

配
置
で
き
る
よ
う
、
看
護
師
等
へ
の
研
修
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

護
師
等
へ
の
研
修
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

。

四

日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
強
化

患
者
等
の
療
養
期
間
の
長
期
化
に
伴
い
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
生
活
す
る

者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
者
施
策
等
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
専
門
知
識
に
基
づ
く
医
療
社
会
福
祉
相
談
（
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
や
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
研
修
の
機
会
を

拡
大
し
、
医
療
機
関
や
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
生
活
相
談
支
援
の
プ
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ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
エ
イ
ズ
治
療
拠

点
病
院
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
構
築
の
た
め
の
研
修
等
の
機
会
の
提
供
等
も

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
体
制
、
社
会
資
源
の
活

用
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
四

研
究
開
発
の
推
進

第
六

研
究
開
発
の
推
進

一

基
本
的
考
え
方

一

研
究
の
充
実

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
感
染
者
等
へ
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供

患
者
等
へ
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
等
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に

等
を
充
実
し
て
い
く
た
め
、
感
染
の
拡
大
の
抑
制
や
よ
り
良
質
か
つ
適
切
な

は
、
国
及
び
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
研
究
結
果
が
感
染
の
拡
大
の
抑
制
や

医
療
の
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
特
に

よ
り
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い

、
各
種
指
針
等
の
作
成
等
の
た
め
の
研
究
は
、
国
に
お
い
て
優
先
的
に
考
慮

く
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
各
種
治
療
指
針
等
の
作
成
等
の
た
め
の
研
究
は
、

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
研
究
の
方
向
性
を
検
討
す
る
際
に
は
、
発
生
動
向
を

国
に
お
い
て
優
先
的
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
当
該
研
究
を
行
う
際
に

踏
ま
え
、
各
研
究
班
か
ら
の
研
究
成
果
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要

は
、
感
染
症
の
医
学
的
側
面
や
自
然
科
学
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
側

で
あ
る
。

面
や
政
策
的
側
面
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
研
究
の
方
向
性
を
検
討
す
る
際
に
は
、
発
生
動
向
を
踏
ま
え
、
各

研
究
班
か
ら
の
研
究
成
果
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
研
究
に
つ
い
て
は
、
エ
イ
ズ
発
生
動
向
の
分
析
を
補
完
す
る
疫
学
研
究

、
感
染
拡
大
の
防
止
に
有
効
な
対
策
を
示
す
研
究
、
特
に
個
別
施
策
層
に
あ

っ
て
は
、
人
権
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
た
上
で
、
追
加
的
に
言
語

、
文
化
、
知
識
、
心
理
、
態
度
、
行
動
、
性
的
指
向
、
年
齢
、
感
染
率
、
社

会
的
背
景
等
を
含
め
た
疫
学
的
調
査
研
究
及
び
社
会
科
学
的
調
査
研
究
を
、

当
事
者
の
理
解
と
協
力
を
得
た
上
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
協
力
し
、
効
果
的
に
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
と
り
わ
け
、
患
者
等
の
う
ち
大
き
な
割
合

を
占
め
る
Ｍ
Ｓ
Ｍ
に
対
し
て
の
調
査
研
究
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
継
続
性
の
あ
る
研
究
を
推
進
す
る

あ
わ
せ
て
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
継
続
性
の
あ
る
研
究
を
行
う
た
め
に

と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
の
育
成
及
び
研
究
者
の
安
定
し
た
研
究
継
続
の
た

は
、
若
手
研
究
者
の
育
成
は
重
要
で
あ
る
。

め
の
環
境
整
備
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

二

医
薬
品
等
の
研
究
開
発

二

特
効
薬
等
の
研
究
開
発

国
は
、
ワ
ク
チ
ン
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
根
治
療
法
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
並
び
に
ゲ
ノ
ム
医

国
は
、
特
効
薬
、
ワ
ク
チ
ン
、
診
断
法
及
び
検
査
法
の
開
発
に
向
け
た
研

療
を
活
用
し
た
治
療
法
、
診
断
法
及
び
検
査
法
の
開
発
に
向
け
た
研
究
を
強

究
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
研
究
目
標
に
つ
い
て
は
戦
略
的
に
設
定
す
る
こ

化
す
る
と
と
も
に
、
研
究
目
標
に
つ
い
て
は
戦
略
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
重

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
研
究
の
科
学
的
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
研
究
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
関
係
各
方
面
の
若
手
の
研
究
者
の
参
入

そ
の
た
め
に
も
、
関
係
各
方
面
の
若
手
の
研
究
者
の
参
入
を
促
す
こ
と
が
重

を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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要
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
方
法
と

し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
の
危
険
性
が
高
い
人
々
に
対
す
る
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
曝ば

く

露
前
予
防
投
与
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
、
近
年
海
外
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
曝
露

ば
く

前
予
防
投
与
を
行
う
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
に
関
し
て
研
究
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

三

研
究
結
果
の
評
価
及
び
公
開

三

研
究
結
果
の
評
価
及
び
公
開

国
は
、
研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
種
指
針
等
を
含
む
調
査
研
究
の
結

国
は
、
研
究
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
種
指
針
等
を
含
む
調
査
研
究
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
に
よ
り
客
観
的
か
つ
的
確
に
評
価
す
る
と
と
も
に

果
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
に
よ
り
客
観
的
か
つ
的
確
に
評
価
す
る
と
と
も
に

、
研
究
結
果
に
つ
い
て
は
公
開
し
、
幅
広
く
感
染
者
等
か
ら
の
意
見
を
聞
き

、
研
究
の
性
質
に
応
じ
、
公
開
等
を
行
い
、
幅
広
く
患
者
等
か
ら
の
意
見
も

、
参
考
と
す
べ
き
で
あ
る
。

参
考
と
す
べ
き
で
あ
る
。

第
五

国
際
的
な
連
携

第
七

国
際
的
な
連
携

一

基
本
的
考
え
方

一

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
間
の
情
報
交
換
の
機
会
を
拡

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
間
の
情
報
交
換
の
機
会
を
拡

大
し
、
感
染
の
予
防
、
治
療
法
の
開
発
、
感
染
者
等
の
置
か
れ
た
社
会
的
状

大
し
、
感
染
の
予
防
、
治
療
法
の
開
発
、
患
者
等
の
置
か
れ
た
社
会
的
状
況

況
等
に
関
す
る
国
際
的
な
情
報
交
流
を
推
進
し
、
日
本
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
対
策
に
活

等
に
関
す
る
国
際
的
な
情
報
交
流
を
推
進
し
、
日
本
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
対
策
に
活
か

か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

国
際
的
な
感
染
拡
大
の
抑
制
へ
の
貢
献

二

国
際
的
な
感
染
拡
大
の
抑
制
へ
の
貢
献

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
、

国
は
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
へ
の
支
援
、
日
本
独

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
）
等

自
の
二
国
間
保
健
医
療
協
力
分
野
に
お
け
る
取
組
の
強
化
等
の
国
際
貢
献
を

へ
の
支
援
、
日
本
独
自
の
二
国
間
保
健
医
療
協
力
分
野
に
お
け
る
取
組
の
強

推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

化
等
の
国
際
貢
献
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

三

国
内
施
策
の
た
め
の
ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の
協
力

三

国
内
施
策
の
た
め
の
ア
ジ
ア
諸
国
等
へ
の
協
力

厚
生
労
働
省
は
、
有
効
な
国
内
施
策
を
講
ず
る
た
め
に
も
、
諸
外
国
に
お

厚
生
労
働
省
は
、
有
効
な
国
内
施
策
を
講
ず
る
た
め
に
も
、
諸
外
国
に
お

け
る
情
報
を
、
外
務
省
等
と
連
携
し
つ
つ
収
集
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
に

け
る
情
報
を
、
外
務
省
等
と
連
携
し
つ
つ
収
集
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
に

お
け
る
感
染
の
拡
大
の
抑
制
や
感
染
者
等
に
対
す
る
適
切
な
医
療
の
提
供
が

お
け
る
感
染
の
拡
大
の
抑
制
や
患
者
等
に
対
す
る
適
切
な
医
療
の
提
供
が
重

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
人
的
交
流
が
盛
ん
な
ア
ジ
ア
諸
国
等
に
対

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
人
的
交
流
が
盛
ん
な
ア
ジ
ア
諸
国
等
に
対
し

し
、
外
務
省
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
な
国
際
協
力
を
進
め
る
こ
と
が

積
極
的
な
国
際
協
力
を
進
め
る
上
で
、
外
務
省
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る

重
要
で
あ
る
。

。

第
六

人
権
の
尊
重

第
八

人
権
の
尊
重

一

基
本
的
考
え
方

一

人
権
の
擁
護
及
び
個
人
情
報
の
保
護
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国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
感
染
者
等
が
医
療
・
福
祉
の
み
な
ら
ず
就
学
・

保
健
所
、
医
療
機
関
、
医
療
保
険
事
務
担
当
部
門
、
障
害
者
施
策
担
当
部

就
労
に
際
し
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
施

門
等
に
お
い
て
は
、
人
権
の
尊
重
及
び
個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
す
る
こ
と

設
、
教
育
現
場
及
び
職
場
に
お
け
る
偏
見
及
び
差
別
の
発
生
を
未
然
に
防
止

が
重
要
で
あ
り
、
所
要
の
研
修
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
人
権
や
個

す
る
た
め
の
十
分
な
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

人
情
報
の
侵
害
に
対
す
る
相
談
方
法
や
相
談
窓
口
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
専
用
の
相
談
室
を

整
備
す
る
な
ど
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

報
道
機
関
に
は
、
患
者
等
の
人
権
擁
護
や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
に
立
っ
た

報
道
姿
勢
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
就
労
斡
旋
・
相
談
窓
口
、
企
業
の
採
用

担
当
窓
口
及
び
企
業
内
に
お
い
て
も
、
人
権
の
尊
重
及
び
個
人
情
報
の
保
護

を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

偏
見
や
差
別
の
撤
廃
へ
の
努
力

二

偏
見
や
差
別
の
撤
廃
へ
の
努
力

感
染
者
等
の
就
学
・
就
労
や
地
域
で
の
社
会
活
動
等
を
は
じ
め
と
す
る
社

患
者
等
の
就
学
や
就
労
を
始
め
と
す
る
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
は

会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
感
染
者
等
の
個
人
の
人
権
の
尊
重
及
び
福
利

、
患
者
等
の
個
人
の
人
権
の
尊
重
及
び
福
利
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
社
会

の
向
上
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
に
関

全
体
の
感
染
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
患
者
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

す
る
正
し
い
知
識
の
啓
発
や
感
染
者
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
個
人
や
社
会
全
体
に
お
い
て
、
知
識
や
理
解
が
深

る
。
特
に
、
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
感
染
者
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
遇

ま
る
こ
と
は
、
個
人
個
人
の
行
動
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
感
染
の
予
防
及

に
お
い
て
他
の
健
康
な
者
と
同
様
に
扱
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め

び
ま
ん
延
の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
た
め
、
厚
生

、
厚
生
労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
、
法
務
省
等
の
関
係
省
庁
や
地
方
公
共
団

労
働
省
は
、
文
部
科
学
省
、
法
務
省
等
の
関
連
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
と

体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
連
携
を
強
化
し
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（

（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
七
条
に
基
づ
く
人
権
教
育
・
啓
発

平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
七
条
に
基
づ
く
人
権
教
育
・
啓
発

に
関
す
る
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
・
啓
発
事
業
と
連
携
し
、
感
染

に
関
す
る
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
・
啓
発
事
業
と
連
携
し
、
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
撤
廃
の
た
め
、
具
体
的
な
資
料
を
活
用
し
つ

者
等
や
個
別
施
策
層
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
撤
廃
の
た
め
の
正
し
い
知

つ
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

識
の
普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
偏
見
や
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て
の
具

体
的
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
感
染
者
等
が
安
心
し
て
治
療
を
継
続
し
な
が
ら
生
活
を
送
る
こ
と

特
に
、
患
者
等
が
健
全
な
学
校
生
活
を
送
り
、
職
業
を
選
択
し
、
生
涯

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
医
療
現
場
、
学
校
、
職
場
及
び
地
域
に

を
通
じ
て
働
き
続
け
る
た
め
に
、
学
校
や
職
場
に
お
け
る
偏
見
や
差
別
の

お
け
る
偏
見
や
差
別
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
Ｎ

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
、

Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
医
療
現
場
、
学
校
、
企
業
や
地
域
社
会
等
に
対
し
て
広

社
会
教
育
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
医
療
現
場
や
学
校
、
企
業
等
に
対
し
て

く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
人
権
啓
発
を
推
進
す
る
と
と

広
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
人
権
啓
発
を
推
進
す
る

も
に
、
事
例
研
究
や
相
談
窓
口
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

と
と
も
に
、
事
例
研
究
や
相
談
窓
口
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
あ
る
。

が
必
要
で
あ
る
。

三

個
人
を
尊
重
し
た
十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
の
特
性
に
鑑
み
、
検
査
、
診
療
、
相
談
、
調
査
等
の
保
健
医
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療
サ
ー
ビ
ス
の
全
て
に
お
い
て
、
利
用
者
及
び
患
者
等
に
説
明
と
同
意
に
基

づ
く
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
希
望
す
る
者
が
容
易
に
安
心
し
て
相
談
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

保
健
所
や
医
療
機
関
に
お
け
る
職
員
等
へ
の
研
修
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に

、
こ
れ
ら
を
含
む
関
係
機
関
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

第
七

施
策
の
評
価
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

第
九

施
策
の
評
価
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

一

基
本
的
考
え
方

国
は
、
継
続
的
に
研
究
班
等
か
ら
疫
学
情
報
及
び
統
計
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
で
、
本
指
針
の
改
正
に
資
す
る
施
策
の
評
価
が
可
能
に
な
る
よ
う
努
め

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
施
策
目
標
等
を
設
定

し
、
実
施
状
況
等
を
複
数
年
に
わ
た
り
評
価
す
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る

【
参
考
】

。

二

各
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
が
総
合
的
な
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施
す
る
に

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
総
合
的
な
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施
す
る
際
に
は
、

当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
、
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る

各
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
個
別
施
策
層
を

。

対
象
と
す
る
各
種
施
策
を
実
施
す
る
際
に
は
、
各
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
横

断
的
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
の
情
報
を
、
地
方
公
共
団
体
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
も
望

ま
れ
る
。

な
お
、
継
続
的
に
質
の
高
い
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の

基
盤
強
化
の
た
め
の
環
境
整
備
、
支
援
が
望
ま
れ
る
。

あ
わ
せ
て
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
各
種
施
策
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と

の
連
携
が
有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
施
策
の
内
容
を
評
価
す
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

具
体
的
な
評
価

一

施
策
の
評
価

厚
生
労
働
省
は
、
関
係
省
庁
間
連
絡
会
議
の
場
等
を
活
用
し
、
関
係
省
庁

厚
生
労
働
省
は
、
関
係
省
庁
間
連
絡
会
議
の
場
等
を
活
用
し
、
関
係
省
庁

及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
じ
て
い
る
施
策
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
定
期
的

及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
じ
て
い
る
施
策
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
定
期
的

に
報
告
、
調
整
等
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
総
合
的
な
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施

に
報
告
、
調
整
等
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
総
合
的
な
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施

す
る
べ
く
、
関
係
省
庁
の
連
携
を
よ
り
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

す
る
べ
く
、
関
係
省
庁
の
連
携
を
よ
り
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

国
は
、
一
般
国
民
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
知
識
の
状
況
を

把
握
す
る
調
査
等
を
実
施
し
、
普
及
啓
発
の
施
策
の
評
価
に
活
用
す
る
必
要

が
あ
る
。
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ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
等
と
連
携
し
て
把
握
し
た

ま
た
、
都
道
府
県
等
は
、
感
染
症
予
防
計
画
等
の
策
定
又
は
見
直
し
を
行

地
域
の
感
染
者
等
の
疫
学
情
報
に
基
づ
い
て
、
感
染
症
予
防
計
画
等
を
策
定

う
際
に
は
、
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
偏
り
な
く
進
め
る
べ
き
①
正
し
い
知
識

す
べ
き
で
あ
る
。
感
染
症
予
防
計
画
等
の
策
定
又
は
見
直
し
を
行
う
際
に
は

の
普
及
啓
発
、
②
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
及
び
③
医

、
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
偏
り
な
く
進
め
る
た
め
、
①
正
し
い
知
識
の
普
及

療
提
供
体
制
の
確
保
等
に
関
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
施
策
目
標
等
を
設

啓
発
、
②
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
・
相
談
体
制
の
充
実
及
び
③
医
療
提
供

定
し
、
実
施
状
況
等
を
複
数
年
に
わ
た
り
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

体
制
の
確
保
等
に
関
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
施
策
目
標
等
を
設
定
し
、

施
策
の
目
標
等
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
、
定
量
的
な
指
標
に

実
施
状
況
等
を
複
数
年
に
わ
た
り
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
施
策
の

基
づ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
地
域
の
実
情
及
び
施
策
の
性
質
等
に
応
じ
て

目
標
等
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
、
定
量
的
な
指
標
に
基
づ
く

、
定
性
的
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
地
域
の
実
情
及
び
施
策
の
性
質
等
に
応
じ
て
、
定
性

的
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
国
は
、
国
や
都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
施
策
の
実
施
状
況
等
を
モ

な
お
、
国
は
、
国
や
都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
施
策
の
実
施
状
況
等
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
結
果
を
定
期
的
に
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
施
策

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
結
果
を
定
期
的
に
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
施
策

を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
す
る
。
感
染
者
等
の
数
が
全
国
水
準
よ
り

を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
す
る
。
感
染
者
・
患
者
の
数
が
全
国
水
準

高
い
な
ど
の
地
域
に
対
し
て
は
、
所
要
の
技
術
的
助
言
等
を
行
う
こ
と
が
求

よ
り
高
い
な
ど
の
地
域
に
対
し
て
は
、
所
要
の
技
術
的
助
言
等
を
行
う
こ
と

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
研
究
班
に
よ
り
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
引
き
続
き
研
究

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
研
究
班
に
よ
り
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
引
き
続
き

や
事
業
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
等
、
感
染
者
等
、
医
療

研
究
や
事
業
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
患
者
等
、
医
療
関
係
者
、
Ｎ

関
係
者
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
関
係
者
と
定
期
的
に
意
見
を
交
換
す
べ
き
で
あ
る

Ｇ
Ｏ
等
の
関
係
者
と
定
期
的
に
意
見
を
交
換
す
べ
き
で
あ
る
。

。

二

各
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
総
合
的
な
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施
す
る
際
に
は
、

各
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
個
別
施
策
層
を

対
象
と
す
る
各
種
施
策
を
実
施
す
る
際
に
は
、
各
研
究
班
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
横

断
的
に
連
携
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

等
の
情
報
を
、
地
方
公
共
団
体
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
も
望

ま
れ
る
。

な
お
、
継
続
的
に
質
の
高
い
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の

基
盤
強
化
の
た
め
の
環
境
整
備
、
支
援
が
望
ま
れ
る
。

あ
わ
せ
て
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
各
種
施
策
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と

の
連
携
が
有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
の
施
策
の
内
容
を
評
価
す
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。



 

  健 感 発 0 1 1 8 第 2 号 

平成 30 年 1 月 18 日 

 

都 道 府 県 

各  保 健 所 設 置 市   衛生主管部（局）長 殿 

     特 別 区 

 

 

厚生労働省健康局結核感染症課長     

（ 公 印 省 略 ）       

 

性感染症に関する特定感染症予防指針の一部改正について 

 

 

 厚生科学審議会感染症部会及びエイズ・性感染症に関する小委員会における検討結果等

を踏まえ、性感染症に関する発生動向、検査、治療等に関する科学的知見など、性感染症

を取り巻く環境の変化に対応するため、「性感染症に関する特定感染症予防指針」（平成

１２年厚生省告示第１５号。以下「指針」という。）を別添のとおり一部改正し、平成３

０年１月１８日より適用することとしたので、通知する。 

 なお、今般の改正の概要については下記のとおりであるので、性感染症対策の推進に当

たっては、改正の趣旨を踏まえるとともに、管内の関係機関等に対する周知について、特

段の配慮をお願いする。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

 本指針は、原因の究明、発生の予防及びまん延の防止、医療の提供、研究開発の推進、

国際的な連携、施策の評価及び関係機関との連携等、性感染症予防に関する総合的な施策

の推進を図るために作成されたものであり、国、地方公共団体、医療関係者、教育関係者

及びＮＧＯ等がともに連携して性感染症対策を進めていくための行動指針である。 

 また、本指針は、その有効性を維持確保するため、少なくとも５年ごとに再検討を加え、

必要があると認めるときは、これを変更していくものとしている。 

 

第２ 主な改正事項 

 前文 



 

以下の内容を追記する。 

○ 梅毒について、平成２３年以降、全体の報告数のうち多数を占める男性の報告数

の増加とともに、女性の報告数と報告数全体に占める女性の報告数の割合の増加も

指摘されていること。 

 

第一 原因の究明 

○ 主な改正事項なし。 

 

第二 発生の予防及びまん延の防止 

 以下の内容を追記する。 

○ 国が、都道府県等と協力して、性感染症予防の普及啓発に関して社会の理解を後

押ししていくことが重要であること。 

○ 国及び都道府県等は、検査を受けることが、個人個人においてどのような状況下

（タイミング）で必要なのかという点に関しても、若年層を含め広く国民が十分に

理解できるように、様々な機会を通じて啓発していくことが求められること。 

 

第三 医療の提供 

○ 主な改正事項なし。 

 

第四 研究開発の推進 

以下の内容を追記する。 

○ 薬剤耐性を持つ病原体による性感染症に対する治療方法等の開発及び新たな治療

薬の開発やその投与方法に関する研究が期待されること。 

○ 海外で使用されている治療薬が国内においても使用できるようにし、海外との格差

を是正していくことが重要であること。 

○ 国は、発生動向の多面的な把握に役立てるため、性感染症に関する各種疫学研究に

ついて、疫学者や都道府県等の協力を得る等により強化し、今後の予防対策に役立て

ていくことが重要であること。 

 

第五 国際的な連携 

○ 主な改正事項なし。 

 

第六 施策の評価及び関係機関との連携 

○ 主な改正事項なし。 
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○

性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
五
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

改

正

後

改

正

前

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ

せ
ん
け
い

せ
ん
け
い

ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
（
以
下
「
性
感
染
症
」
と
い
う
。
）
は
、
性
器

ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
（
以
下
「
性
感
染
症
」
と
い
う
。
）
は
、
性
器

り
ん

り
ん

、
口
腔
等
に
よ
る
性
的
な
接
触
（
以
下
「
性
的
接
触
」
と
い
う
。
）
を
介
し
て
感

、
口
腔
等
に
よ
る
性
的
な
接
触
（
以
下
「
性
的
接
触
」
と
い
う
。
）
を
介
し
て
感

く
う

染
す
る
と
の
特
質
を
共
通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が

染
す
る
と
の
特
質
を
共
通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が

あ
る
感
染
症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し
た
大
き
な
健
康
問
題

あ
る
感
染
症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し
た
大
き
な
健
康
問
題

で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
尿

で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
尿

道
掻
痒
感
、
帯
下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜
症
状
、
咽
頭
の
違
和
感
等
の
比
較
的
軽
い

道
炎
、
帯
下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜
症
状
、
咽
頭
の
違
和
感
等
の
比
較
的
軽
い
症
状

そ
う
よ
う

症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が
、
治
療
を
怠
り
や
す
い
と

に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が
、
治
療
を
怠
り
や
す
い
と
い
う

い
う
特
性
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
不
妊
等
の
後
遺
障
害
や
生
殖
器
が
ん
が
発
生

特
性
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
不
妊
等
の
後
遺
障
害
や
生
殖
器
が
ん
が
発
生
し
、

し
、
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
（H

u
m
a
n

I
m
m
u
n
o
d
e
f
i
c
i
e
n
c
y

V
i
r
u
s

。
以

又
は
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
感
染
し
や
す
く
な
る
等
性
感
染
症
の
疾
患
ご
と

下
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
」
と
い
う
。
）
に
感
染
し
や
す
く
な
る
等
性
感
染
症
の
疾
患
ご
と
に

に
発
生
す
る
様
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ

発
生
す
る
様
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ

れ
て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が
性
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
に
は

り

て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が
性
感
染
症
に
感
染
し
た
場
合
に
は
、

、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
り
得
る
こ
と
が
問
題
点
と
な
っ
て
い

母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
り
得
る
こ
と
が
問
題
点
と
な
っ
て
い
る

る
。

。
ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等
（
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
を
い
う
。

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等
（
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と

以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の
実
態
を

が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の
実
態
を

過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染

過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染

す
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
特
徴
を

す
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
特
徴
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
疾
患
で
あ
る
。

有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
疾
患
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
感
染
症
の
予
防
及

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
よ

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
よ

り
把
握
さ
れ
る
報
告
数
は
全
体
的
に
は
概
ね
横
ば
い
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の

り
把
握
さ
れ
る
報
告
数
は
全
体
的
に
は
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き

、
全
数
把
握
疾
患
で
あ
る
梅
毒
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
以
降
、
全
体
の
報

続
き
十
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の
年
齢
層
（
以
下
「
若
年
層
」
と

告
数
の
う
ち
多
数
を
占
め
る
男
性
の
報
告
数
の
増
加
と
と
も
に
、
女
性
の
報
告
数

い
う
。
）
に
お
け
る
発
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
や
、
性
行
動
の
多
様
化
に
よ
り
咽

と
報
告
数
全
体
に
占
め
る
女
性
の
報
告
数
の
割
合
の
増
加
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

頭
感
染
等
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

性
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
十
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の

性
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

年
齢
層
（
以
下
「
若
年
層
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
発
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
や
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、
咽
頭
感
染
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
性

感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

性
感
染
症
は
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
、
重
症
化
の
防
止
又
は

性
感
染
症
は
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
、
重
症
化
の
防
止
又
は

感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し
い
知

感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し
い
知

識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深
い
行
動
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
性
感
染
症
に

識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深
い
行
動
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
性
感
染
症
に

対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
す
る
又
は
感
染
を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
者

対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
す
る
又
は
感
染
を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
者

へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

。
特
に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

。
特
に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
（

あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
後
天
性
免
疫
不
全

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
以
下
「
エ

症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防
方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策

イ
ズ
」
と
い
う
。
）
を
発
症
し
て
い
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
・
エ
イ

等
に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本

ズ
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防
方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策
等
に

指
針
に
基
づ
く
対
策
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指

お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本
指
針

針
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
一
号
）
に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携

に
基
づ
く
対
策
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
（

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
号
）
に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
法
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
（
昭

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
法
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め
の
施

和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予
防
の
た
め
の
施

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療

関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
当
事
者
支
援
団
体
を
含
む
非
営
利
組
織
及
び
非
政
府
組

関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
当
事
者
支
援
団
体
を
含
む
非
営
利
組
織
及
び
非
政
府
組

織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

織
（
以
下
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
」
と
い
う
。
）
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課

題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提

題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提

供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を

供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
の
ほ
か
に
も
、

イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
の
ほ
か
に
も
、

性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
感
染
症
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ

性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
感
染
症
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候

ズ
、
Ｂ
型
肝
炎
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基

群
、
Ｂ
型
肝
炎
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基

づ
く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

づ
く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

。

。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染
症
の
検
査
、

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染
症
の
検
査
、

治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、

治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ

れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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第
一

原
因
の
究
明

第
一

原
因
の
究
明

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調
査
に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体
に
感
染
し
て

性
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調
査
に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体
に
感
染
し
て

い
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
医
療

い
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
医
療

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感
染
の
実
態
を
正
確
に
把

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感
染
の
実
態
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
性
感
染
症
の
疫
学
的
特

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
性
感
染
症
の
疫
学
的
特

徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
発
生
動
向

徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
発
生
動
向

を
慎
重
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
発
生
動
向

を
慎
重
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
発
生
動
向

の
調
査
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
患
者
調
査
等
の
他
の
調
査
等
を
活
用
す
る
と

の
調
査
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
患
者
調
査
等
の
他
の
調
査
等
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
存
在
を
考
慮
し
、
必
要
な
調
査
等
を
追

と
も
に
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
存
在
を
考
慮
し
、
必
要
な
調
査
等
を
追

加
的
に
実
施
し
、
発
生
動
向
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

加
的
に
実
施
し
、
発
生
動
向
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び

特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、

特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
、

収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
必
要
と
す

収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果
に
つ
い
て
、
必
要
と
す

る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

二

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出
の
徹
底

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出
の
徹
底

等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
情
報
と
し
て
活

等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な
情
報
と
し
て
活

用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定

用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定

届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭

い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
及
び
淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
及
び
淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感

染
症
の
発
生
動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査
の
結
果
を

染
症
の
発
生
動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
（
定
点
選
定
法
）
を
よ
り
具
体
的

踏
ま
え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
（
定
点
選
定
法
）
を
よ
り
具
体
的

に
示
す
と
と
も
に
当
該
機
関
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
し
て
、
発
生
動
向
調

に
示
す
と
と
も
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て
、
発
生
動
向
調
査
の
改

査
の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級
別
な
ど

善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級
別
な
ど
、
対
策

、
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
か
つ
、

に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
か
つ
、
関
係
機

関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
対
策
に

関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
対
策
に
活
用
す

活
用
す
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届

る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い

出
機
関
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出
機
関
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

三

発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

三

発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化
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国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査
の
結
果
や
そ
の
分
析
に
関
す

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査
の
結
果
や
そ
の
分
析
に
関
す

る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す
る
等
国
民
が
理

る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す
る
等
国
民
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
加
工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
多
様

解
し
や
す
い
よ
う
加
工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
多
様

な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提

な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提

供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
り
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導
く
た
め

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
罹
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導
く
た
め

の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予

の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予

防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要

防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
、

で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
、

予
防
接
種
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早

予
防
接
種
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早

期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と

期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と

い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く

い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く

と
と
も
に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
と
も
に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
必
要

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
必
要
と

と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
こ

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と

と
を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症
に
感
染
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の

を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症
に
罹
患
す
る
危
険
性
の
低
い
も
の
又

又
は
無
い
も
の
に
変
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

は
な
い
も
の
に
す
る
行
動
変
容
の
促
進
を
意
図
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
必
要

が
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た

さ
ら
に
、
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た

普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
者
の
実
情

普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や
指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き

こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や
指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き

め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
国
が
、
都
道
府
県
等
と
協
力
し
て
、
性
感

染
症
予
防
の
普
及
啓
発
に
関
し
て
社
会
の
理
解
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

【
参
考
】

二

普
及
啓
発
及
び
教
育

四

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者
の
実
情

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た
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め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
つ
つ
、
正
確
な
情
報
提
供

め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な
情
報
提
供
を
適

を
適
切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

そ
の
際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
児

際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
児
童
生

童
生
徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要

徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
を
行
う
者
は
性
感
染
症
に
関
す
る
教
育
の
重
要
性
を

る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学

認
識
す
る
た
め
に
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
の
情
報
を
正

校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機

関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普

及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
は
、
こ
の
よ
う
な
普
及
啓
発
に
利

用
可
能
な
資
材
の
開
発
等
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
女
性
の
場
合
に
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し
て
も
無

し
て
も
無
症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎

症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎
症
性
疾
患

症
性
疾
患
の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特

の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特
性
が
あ
る

性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
の
意
向

者
の
意
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢
に
応
じ
た
特
別

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢
に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
が

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
そ
の
妊
娠
や
母
子
へ
の
影
響
を
性

必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
妊
娠
や
母
子
へ
の
影
響
を
性
と
生
殖
に
関
す

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
性

る
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援

的
虐
待
や
性
犯
罪
等
の
被
害
者
に
対
す
る
支
援
や
緊
急
避
妊
の
た
め
の
診
療

や
緊
急
避
妊
の
た
め
の
診
療
等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め

等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め
た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ

た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は

る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
、

、
子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要

等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

で
あ
る
。

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
り
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
感

感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
感

染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
の
で
、
そ

染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
の
で
、
そ

の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

二

コ
ン
ド
ー
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
性
器
や
口
腔
粘
膜
を
直
接
接
触
さ
せ
な
い
こ
と
で
性
感

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
性
感
染
症
の
原
因
と
な
る
性
器
及
び
口
腔
粘
膜
等
の
直

染
症
の
感
染
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
が
、
コ
ン
ド
ー
ム
だ
け
で
は
防
ぐ
こ

接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症
の
予
防
に
対
す
る
確
実

と
が
で
き
な
い
性
感
染
症
が
あ
る
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
国
及
び
都
道
府
県

か
つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
と
と
も
に
、
コ

等
は
民
間
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ン
ド
ー
ム
だ
け
で
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
性
感
染
症
が
あ
る
こ
と
や
、
正

し
い
使
い
方
等
の
具
体
的
な
情
報
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国

及
び
都
道
府
県
等
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
性
感
染
症
の
予
防
効
果
に
係
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る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
製
造
・
販

売
業
者
に
も
協
力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感
染
症
に

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感
染
症
に

係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
使
用
に
よ
る
性
感
染
症

係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
使
用
に
よ
る
性
感
染
症

の
予
防
に
つ
い
て
の
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
予
防
に
つ
い
て
の
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

。

。

三

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

三

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報
の
提
供

を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
、
検
査
の

を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に
対
し
、
検
査
の

受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
検
査
の
趣
旨
及
び

受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
検
査
の
趣
旨
及
び

内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び

内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自

ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項

ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項

目
を
選
定
す
る
と
き
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、

目
を
選
定
す
る
と
き
は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、

検
査
の
簡
便
さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症

検
査
の
簡
便
さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症

に
あ
っ
て
は
病
原
体
検
査
（
尿
を
検
体
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
、
梅
毒

に
あ
っ
て
は
病
原
体
検
査
（
尿
を
検
体
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
、
梅
毒

及
び
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し

及
び
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し

て
、
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

て
、
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検
査
の
機

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検
査
の
機

会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
こ
と

会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に
、
各
種

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に
、
各
種

行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意

行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意

し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な

し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な

お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
に

お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
に

、
当
該
性
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し

、
当
該
性
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し

、
支
援
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
診
者
を
通
じ
る
等
の
方
法
に
よ
り
当
該
受

、
支
援
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
診
者
を
通
じ
る
等
の
方
法
に
よ
り
当
該
受

診
者
の
性
的
接
触
の
相
手
方
に
も
必
要
な
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
う
こ
と

診
者
の
性
的
接
触
の
相
手
方
に
も
必
要
な
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
い
、
必

で
、
検
査
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
医
療
に
結
び
付

要
な
場
合
に
は
、
医
療
に
結
び
付
け
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重

け
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
個
人
個
人
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
下
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）
で
必
要
な
の
か
と
い
う
点
に

関
し
て
も
、
若
年
層
を
含
め
広
く
国
民
が
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
様

々
な
機
会
を
通
じ
て
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に
関
し
て

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に
関
し
て
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、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

四

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者
の
実
情

に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を
守
る
た

め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な
情
報
提
供
を
適

切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学

校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し
て
も
無

症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤
内
炎
症
性
疾
患

の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
等
の
特
性
が
あ
る

。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
の
意
向

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢
に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
妊
娠
や
母
子
へ
の
影
響
を
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
問
題
と
し
て
捉
え
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援

や
緊
急
避
妊
の
た
め
の
診
療
等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め

た
総
合
的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は

、
子
宮
頸
が
ん
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
感

染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
の
で
、
そ

の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
よ
り
一
層
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

四

相
談
指
導
の
充
実

五

相
談
指
導
の
充
実

保
健
医
療
に
関
す
る
既
存
の
相
談
の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
希
望

保
健
医
療
に
関
す
る
既
存
の
相
談
の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
希
望

者
に
対
す
る
検
査
時
の
相
談
指
導
、
妊
婦
等
に
対
す
る
保
健
医
療
相
談
や
指

者
に
対
す
る
検
査
時
の
相
談
指
導
、
妊
婦
等
に
対
す
る
保
健
医
療
相
談
や
指

導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
観
点
か
ら
も
有
効

導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
の
観
点
か
ら
も
有
効

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
に
係
る
検
査
の
前
後
に

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
に
係
る
検
査
の
前
後
に

お
い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す

お
い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を

る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を
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対
象
に
相
談
及
び
指
導
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と

対
象
に
相
談
及
び
指
導
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
、
関
係
団
体
及
び
教
育

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
及
び
教
育
機
関
と
の
連

機
関
と
の
連
携
並
び
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ

携
並
び
に
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

と
が
重
要
で
あ
る
。

あ
る
。

第
三

医
療
の
提
供

第
三

医
療
の
提
供

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療
薬
を
投

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療
薬
を
投

与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が
二
次
感
染
や
ま

与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が
二
次
感
染
や
ま

ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
診

ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
診

断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資
料
等
の
活
用
に
加
え
て
、
個
人

断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資
料
等
の
活
用
に
加
え
て
、
個
人

情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
層
が
受
診

情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
層
が
受
診

し
や
す
い
環
境
作
り
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

し
や
す
い
環
境
作
り
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

二

医
療
の
質
の
向
上

二

医
療
の
質
の
向
上

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
し

ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
し

、
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

、
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
標
準
的
な
診
断
や
治
療
の
指
針
等
に
つ

特
に
、
学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
標
準
的
な
診
断
や
治
療
の
指
針
等
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
図
る
こ

い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
普
及
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様
々
な
診

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様
々
な
診

療
科
を
横
断
し
て
性
感
染
症
の
専
門
家
養
成
の
た
め
の
教
育
及
び
研
修
機
会

療
科
を
横
断
し
て
性
感
染
症
の
専
門
家
養
成
の
た
め
の
教
育
及
び
研
修
機
会

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

三

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し

特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し
や
す
い
医
療
体
制
の
整
備

や
す
い
医
療
体
制
の
整
備
等
の
環
境
作
り
と
と
も
に
、
保
健
所
等
に
お
け
る

等
の
環
境
作
り
と
と
も
に
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査
か
ら
、
受
診
及
び
治

検
査
か
ら
、
受
診
及
び
治
療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
体
制
作
り
を
推
進
す
る
こ

療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
体
制
作
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
資
料
等

、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
資
料
等
を
作
成
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の

を
作
成
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
協
力
に
よ
り
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

協
力
に
よ
り
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県
等

り
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の
普
及
啓
発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重

は
、
そ
の
普
及
啓
発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

第
四

研
究
開
発
の
推
進

第
四

研
究
開
発
の
推
進

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方
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性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か
つ
適
切
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進
が
必
要
で

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進
が
必
要
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態
の
解
明
に
基
づ
く
検
査
や
治
療
に
関
す
る
研
究

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態
の
解
明
に
基
づ
く
検
査
や
治
療
に
関
す
る
研
究

、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様
式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面

、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様
式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面

に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で
き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で
き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。

二

検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

二

検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

性
感
染
症
の
検
査
や
治
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は
、
迅
速

性
感
染
症
の
検
査
や
治
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は
、
迅
速

か
つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
の
検
査
機
会
の
拡
大

か
つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
、
検
査
機
会
の
拡
大

の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、
効
果
的
で
簡
便
な
治
療

の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、
効
果
的
で
簡
便
な
治
療

方
法
の
開
発
、
薬
剤
耐
性
を
持
つ
病
原
体
に
よ
る
性
感
染
症
に
対
す
る
治
療

方
法
の
開
発
、
新
た
な
治
療
薬
及
び
耐
性
菌
を
出
現
さ
せ
な
い
よ
う
な
治
療

方
法
等
の
開
発
及
び
新
た
な
治
療
薬
の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す
る
研

薬
の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す
る
研
究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ワ

究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
海
外
で
使
用
さ
れ
て
い
る
治
療
薬
が
国
内
に

ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防
方
法
の
新
た
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究

お
い
て
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
海
外
と
の
格
差
を
是
正
し
て
い
く
こ
と

開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防
方
法
の
新
た
な

可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

三

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

国
は
、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握
に
役
立
て
る
た
め
、
性
感
染
症
に
関

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化
し
、
今

す
る
各
種
疫
学
研
究
に
つ
い
て
、
疫
学
者
や
都
道
府
県
等
の
協
力
を
得
る
等

後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
性
感
染

に
よ
り
強
化
し
、
今
後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究
、
病
原
体
の
分
子
疫
学

。

や
薬
剤
耐
性
に
関
す
る
研
究
、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症
の
全
数
調
査
、

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、
発
生
動
向
の
分
析

を
行
う
た
め
の
追
加
調
査
、
指
定
届
出
機
関
の
選
定
の
在
り
方
に
関
す
る
研

究
等
の
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
定
量
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
数
値
を
的
確

に
推
計
で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握
に
役
立
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
た
め
の
試
行

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
た
め
の
試
行

的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る
研
究
、
感
染
リ

的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る
研
究
、
感
染
リ

ス
ク
や
感
染
の
防
止
に
関
す
る
意
識
・
行
動
等
を
含
む
社
会
面
と
医
学
面
に

ス
ク
や
感
染
の
防
止
に
関
す
る
意
識
・
行
動
等
を
含
む
社
会
面
と
医
学
面
に

お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策

お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究
を
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策

の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

五

研
究
評
価
等
の
充
実

五

研
究
評
価
等
の
充
実

国
は
、
研
究
の
計
画
を
厳
正
に
評
価
し
、
重
点
的
に
研
究
を
支
援
す
る
と

国
は
、
研
究
の
計
画
を
厳
正
に
評
価
し
、
重
点
的
に
研
究
を
支
援
す
る
と
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と
も
に
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
も
的
確
に
評
価
し
た
上
で
、
評
価
の
高
い

と
も
に
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
も
的
確
に
評
価
し
た
上
で
、
評
価
の
高
い

研
究
成
果
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

研
究
成
果
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
一
般
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

ま
た
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
一
般
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

第
五

国
際
的
な
連
携

第
五

国
際
的
な
連
携

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ
る
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
り
患
し
て
い
る
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
や
す
い

の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

と
い
う
こ
と
に
鑑
み
、
予
防
対
策
上
の
観
点
か
ら
性
感
染
症
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
鑑
み
、
予
防
対
策
上
の
観
点

症
・
エ
イ
ズ
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、

か
ら
性
感
染
症
と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
が

国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を
念
頭
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を

あ
る
。

念
頭
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

二

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予
防
方
法

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予
防
方
法

や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
の
成

や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
の
成

果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、
我
が
国
の
対
策
に
活
か

果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、
我
が
国
の
対
策
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
連
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
連
す
る
後
天
性
免

染
症
・
エ
イ
ズ
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望

疫
不
全
症
候
群
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。

ま
し
い
。

三

国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制
へ
の
貢
献

三

国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制
へ
の
貢
献

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
、

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
等

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
）
等

の
活
動
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
活
動
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
六

施
策
の
評
価
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

第
六

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

一

基
本
的
考
え
方

一

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関
係
機
関

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関
係
機
関

と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省
、
内

と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省
、
内

閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携
、
研
究
成
果
の
情
報
交

閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携
、
研
究
成
果
の
情
報
交

換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図
る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等

換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図
る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等

と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性
感
染
症
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ

と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性
感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

対
策
等
に
関
係
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重

対
策
等
に
関
係
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
に
よ
る
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
情
報
発
信

要
で
あ
る
。
ま
た
、
保
健
所
に
よ
る
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
情
報
発
信
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機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に

機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に

よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
及
び
展
開

二

本
指
針
の
進
捗
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
の
動
向
を
分
析
し

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取
組
の
進

、
本
指
針
に
掲
げ
た
取
組
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専

捗
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら

門
家
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取
組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が

取
組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。
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